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歴 史 は繰 り返 す:ニ ュー ラル ネ ッ トと言 語 学

       永 田 昌 明

NTTコ ミュニ ケ ー シ ョン科 学 基 礎 研 究 所

    nagata.masaaki@lab.ntt.co.jp

ニ ュ ー ラル ネ ッ トの 再 興

長 生 きは す る も の で あ る。 歴 史 は繰 り返 す と よ く

聞 くが 、 本 当 に 繰 り返 す と こ ろ を 見 る こ とが で き

た。 何 か とい う とニ ュー ラル ネ ッ トの こ とで あ る。

こ こ数 年 、私 は 「統 計 翻 訳 の研 究 が始 ま っ て20年 、

つ い に 英 日翻 訳 に お い て 統 計 翻 訳 の 精 度 が ル ー ル

ベ ー ス翻 訳 を 上 回 っ た 」と呪 文 の よ うに繰 り返 し述

べ て い た が 、今 や少 な く と もア カ デ ミッ クな 世 界 で

は 、 ニ ュ ー ラ ル 翻 訳(Neural Machine Translation,

NMT)の 精 度 が 統 計 翻 訳(Statistica且Machine

Translation, SMT)を 上 回 りそ うな勢 い で あ る。

 私 が ま だ 駆 け出 しの 研 究 者 だ った1990年 頃 、 音

声 認 識 の 分 野 は 、ニ ュ ー ラル ネ ッ ト、特 に リカ レ ン

ト ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク(Recurrent Neural

Network, RNN)で 盛 り上 が っ て い た。 しか しブー ム

はや が て 下 火 に な り、音 声認 識 は隠 れ マル コ フモ デ

ル 、機 械 学 習 は サ ポ ー トベ ク トル マ シ ン な どの シ ン

プル な学 習 器 が 主 流 とな り、ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トは過

去 の 遺物 に な っ た か と思 わ れ た。

 しか し2010年 代 に入 り、深 層 学 習(Deep Leaming)

に よ っ て 音 声 認 識 や 画 像 認 識 の 誤 り率 を 大 幅 に 削

減 で き る こ とが分 か る と、2013年 頃 か ら 自然 言 語

処 理 へ の ニ ュー ラル ネ ッ トの 適 用 が 盛 ん に な っ た 。

2014年12月 に発 表 され た 論 文 で は 、 リカ レン トニ

ュ ー ラ ル ネ ッ トの 改 良 版 で あ るLSTM(Long

Short-Term Memory)を 用 い た英 仏 翻 訳 の精 度 は 、最

先 端 の 統 計 翻 訳 とほ ぼ 同 じ と報 告 され てい る。

 あ き ら め ず に ニ ュ ー ラル ネ ッ トの 改 良 を 続 け た

研 究 者 達 に心 か ら敬 意 を表 す る と と もに 、統 計翻 訳

の誕 生 か ら20年 ぶ りの 技 術 革 新 か も しれ な い ニ ュ

ー ラル 翻訳 の今 後 の 発展 が 非 常 に 楽 しみ で あ る。

自然言 語 処 理 に お け る言 語 学 の復 権

 ニ ュー ラル ネ ッ トが 流 行 って い た1990年 頃 、 自

然 言 語 処 理 の 分 野 で は 、GPSG, HPSG, LFGと い っ

た 文 法 枠 組 の 提 案 が 花 盛 りで あ っ た。今 か ら思 えぱ

当時 は 自然 言 語 処 理 と言 語 学 の蜜 月期 だ った。そ の

中 で 私 は ひ た す ら主 辞 駆 動 句構 造 文 法(Head-driven

Phrase Structure Grammar, HPSG)に 基づ く 日本 語 の

文 法規 則 を書 い て い た。約2年 間 、人 手 で 文 法規 則

を 書 き続 け て心 底 か ら嫌 気 が さ し、言語 デー タか ら

規 則 に相 当す る統 計 モ デ ル を 自動 的 に学 習 す る統

計 的 自然言 語 処 理 の研 究 に 着 手 し、現 在 の 統 計翻 訳

に 至 っ て い る。 そ ん な私 が最 近思 うこ とは 、自然 言

語 処 理 に お け る言 語 学 の 重 要 性 で あ る。

 日本 語 と英 語 の よ うに 語 順 が 大 き く異 な る言 語

対 の 統 計 翻 訳 で は 、翻 訳 元 言 語 の 文 の 単 語 を翻 訳 先

言 語 の 語 順 に 並 べ 替 え て か ら翻 訳 を 実 行 す る 事 前

並 べ 替 え(preordering)と 呼 ば れ る方 式 が 主 流 に な っ

て い る。こ の事 前 並 べ 替 え の 正解 を 定義 しよ うとす

る と 、 主 語 の 省 略(pro-drop)や 主 辞 後 置(head・final)

と い っ た 言 語 類 型 論 か ら 見 た 日本 語 の 特 徴 や 、

IP(時 制 句),CP(補 文),VP(動 詞 句)と い っ た生 成 文 法

(普遍 文 法)に よ る分析 が 理 論 的 な 拠 り所 に な る。

 と ころ が 、最 近 の若 い 自然 言語 処理 研 究 者 は 、機

械 学 習 に は 詳 しい が 言 語 学 を知 らな い の で 、こ うい

う話 が 通 じな い。私 は統 計 的 自然 言 語 処 理 と呼 ばれ

る技 術 を、そ の 初 期 か らず っ と支 持 して き た が 、最

近 は ち ょ っ と行 き過 ぎ で は な い か と感 じて い る。

 言 語 学 の入 門 書 を 読 む の が 最 近 の マ イ ブー ム な

の だ が 、20年 経 つ と言 語 学 も地 道 に進 歩 して い て

新 鮮 で あ る。 言 語 学 の知 見 を 活 か した機 械 翻 訳 に 、

ニ ュー ラ ル ネ ッ トと は別 の 技 術 革 新 の芽 を 見 出 し

た い とい うの が最 近 の 私 の 目標 で あ る。
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統計的機械翻訳とは?

 渡辺 太郎

情報通信研究機構

webで の多言語翻訳サー ビスや、特許など分野を限

定し、ビジネスに特化 した機械翻訳システムなど、

最近の機械翻訳システムの性能向上は著しい。機械

翻訳システムの基本的な考え方は、1947年3月4

日、Warren WeaverがNobert Wienerに 送った手

紙に集約 されている[1】:

 ロシア語の文章を見て、思ったのは 「本 当は英語

 で書かれているが、変なシンボルで暗号化 されて

 いる。では今から解読 しよう。」

機械翻訳の問題を暗号解読の問題 として捉えると

いう考え方は、初期の計算機の開発において最初の

アプ リケーションの一つ として試みられたが失敗

に終わっている。この失敗を教訓に、構文解析など

の言語処理の基礎技術への研究開発を呼びかける

ALPACレ ポー ト[2]につながってお り、近年の自然

言語処理の研究開発の礎 となっている。

機械翻訳は自然言語処理の要素技術を組み合わせ、

言語学者による知識を記述することによ り実現 さ

れてきたが、翻訳に必要とされる知識 を人手で網羅

的に表現することは不可能であり、次第に限界に達

してきた。この結果、1990年 代のIBM Watson研

究所による研究成果の成功により、再び暗号解読に

基づく機械翻訳技術が注 目をあびることになった

[3】。特に、計算機の発達および自然言語処理の基

礎技術の進化により複雑な統計モデルや大量のデ

ータ等が容易に扱えるようになった事が大きい
。本

稿では、機械翻訳を統計モデルで実現 した統計的機

械翻訳について、その鍵となる考え方について解説

する。また、詳細な内容は文献[1】を参照 していた

だけると幸いである。

      翻訳をモデル化

統 計 的 機 械 翻 訳 で は 、原 言 語 の 入 力 文f=fi,ム,_が

与 え られ た 時 、対応 す る 目的 言語 の 文e=el.θ ユ,_へ

と翻 訳 され る確 率Fr(elf)を 最 大 化 す る 翻 訳2を 求

め る[3】。

     e=arg max醒Pr(ε げ)

      =arg max曜Pr(fie)Pr(e)

ベ イ ズ の 定 理 に よ り、二つ の 項Pr儲 の お よびPr(e)

の積 を最 大 化す る問題 と置 き換 え られ た。 これ は 、

ま さにW.Weaverの 手 紙 を 表 現 した 式 で あ り、「本

当 は英 語(Pr(e))で 書 かれ てい るが 、変 な シ ン ボル で

暗 号化 され て い る(Pr(fie))。 で は 今 か ら解 読 しよ う

(arg max)。 」 と解 釈 可 能 で あ る。 前 者 の項 は 翻 訳 モ

デ ル と呼 ば れ 二 つ の 言 語 の 文 が 対 訳 と して 正 し け

れ ば 正 しい ほ ど高 い 確 率 を 割 り当 て る。 後 者 の 項

は 、言 語 モ デ ル と呼 ば れ 、生成 され た 翻 訳 が 目的 言

語 の 文 と して正 しけれ ば高 い 確 率 を割 り当 て る。正

しさは 必 ず しも構 文 的 な 正 しさ を意 味 してお らず 、

例 えば 、特 許 や 新 聞 、SNSで は 文 体 が 全 く異 な っ

て お り、適 切 な言 語 モ デ ル を選 択 す る こ とに よっ て

各 分 野 に 適 した 翻 訳 を生 成 可 能 と して い る。逆 に 従

来 の機 械 翻 訳 で は 翻 訳 モ デ ル の み に 着 目 して お り、

分 野 に適 した 文 を 生成 す る こ とは 困 難 で あ った 。

翻 訳 モ デ ル は原 言 語 お よび 目的 言 語 の 文 のペ ア に

対 して確 率 を割 り当 て る が 、全 て の 文 を列 挙 して記

憶 す る こ とは ほ ぼ 不 可能 で あ る。そ こ で 、翻 訳 が 生

成 さ れ る過 程 を 導 出 と呼 ば れ る 複 数 の ス テ ップ

d=d1,d2,_に 分 け る。

 

θ
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a▽
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=
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例 え ば 、知 識 に基 づ く機 械 翻 訳 で は 、まず 構 文 解 析

に よ り入 力 文 の 構 文 木 を 生成 、そ の 後 変 換 ル ー ル に

よ り目的 言 語 の 構 文 木 へ と変 換 し、最 後 に 目的 言 語

の 文 を 生 成 す る、 とい った ス テ ッ プ へ と分 割 され

る。本 稿 で は 、具 体 例 と して 非 常 に簡 単 な翻 訳 モ デ

ル 、句 に 基 づ く機 械 翻 訳[5】を 導 入 す る。 この モ デ

ル で は 、 目 的 言 語 をh個 で 構 成 さ れ る 句

蚕二el,ez,_,δ κへ と分 割 し、句 単位 に原 言 語 へ と変

換f=fi,ノ ～,_fKし た後 で句 単 位 に並 び 替 え る 、 と

い っ た ス テ ップ で 構 成 され る。 「解 読 」 とい う考 え

方 なの で 、入 力 と出 力 が入 れ 替 わ っ て い る点 に 注 意

し て ほ し い 。 例 え ば 、"Iwant to study about

machine translation."が 「機 械 翻 訳 に つ い て 勉 強 し

た い。」 へ と変 換 され る過 程 は 、

Iwant to study about machine translation.

11＼
したい 勉強 について
         ノ

＼
機械 翻訳

機械 翻訳  について 勉強  したい

＼
o

l
ー
ー
ー

牽

O

の よ うに表 され 、例 え ば"machine translation"と い

う句 が 「機 械 翻 訳 」 へ と変 換 され 、最 後 か ら2番 目

の 位 置 か ら 文 頭 へ と 並 び 替 え ら れ る 。

a=al,α2,_,α κが原 言 語 の 並 び 替 え を表 現 した イ

ン デ ッ ク ス と す る と 、 こ の 例 の 場 合 は 、

a=4,3,2,1,5と な る 。 こ の 時fa,、 ル 、,_.faxを 結 合 す

る と、fと 同 じに な る。句 に 基 づ く機 械 翻 訳 の 導 出d

は 、(a,ア ε〉とい っ た 三組 で 表 され 、

e=ar・ 解 ΣP・(あ 婦 司 ・)Pr(・)

     a,f.e

が 得 られ る。翻訳 が 生成 され る過 程 がaや ノな ど複 数

の ス テ ッ プへ と分 割 され た が 、た っ た 一っ のモ デル

で表 現 す る こ とは 困難 で あ る。従 って 、以 下 の よ う

に各 ステ ップ に毎 にサ ブモ デ ル を導 入 す る。

Pr(あ"ア,ele)=Pr(f. alf, e, e)Pr(ア1巨,θ)Pγ個e)

      ¶ … 照 一・)・。(頁1の・P:(κ1θ)
        乱=1

こ こ でFr(ブ α1ア, e,e)お よ びPr(1匿 ε)、Pr(蒼le)は

それぞれ、並び替え確率、句翻訳確率、分割確率と

捉 えることができる。また、各モデルは以前のステ

ップに依存した複雑なものであるために、近似を入

れている。具体的には、分割確率は句の数で決定 し

(P:(κ1e))、句 翻 訳 確 率 はpφ(f:le=)に よ り、句 を単 位

としてそれぞれ独立で決定される。このような句単

位に決定される翻訳をフレーズペアと呼ぶ。また、

並 び 替 え は 、a,ニ:が 成 立 す る と きA=ノ とな る よ う

な逆 ア ライ メ ン トβに よ り表 現 され 、 前 の ア ライ メ

ン トβ、-1に依 存 して 決 定 され る(ρ〆β、1β、-1))。ま た 、

言 語 モ デ ル と して は 一 般 的 にngram言 語 モ デ ル

拓(ε)を 用 い る。 ま とめ る と、 翻 訳 を生 成 す る 問題

は 、以 下 の最 大化 の 問題 と して 表 され る。

・一 ・・g甲 ΣHρ ・(β、a、_1)Pφ(ノllδ、)ρこ(Kee)隔(e)

     a.j.i:=1

最 適 な 翻 訳 を 出 力す る た め に は 全 て のεに つ い て 可

能 な(a,f,e>を 列 挙 す る 必 要 が あ り、 計 算 量 の観 点

か らほ ぼ 不 可 能 で あ る。そ こで 、 ビタ ビ近 似 と呼 ば

れ る、 導 出 を最 大 化 す る翻 訳 を選 択 す る。

・-
Q.f.[   (胴 ・・(hle)P t.e)

     i=1

知識に基づ く機械翻訳などの従来法では、構文解析

や変換など各ステップで確率あるいはスコアが最

大の導出を逐次選択 している。統計的機械翻訳で

は、各ステ ップで確率が最大の導出を選択するので

はなく、全てのサブモデルの積が最大の導出を求め

ている。さらに、フレーズペアなど基本単位を規定

し、その組み合わせにより導出が構成される。

句に基づく機械翻訳では、この基本単位 を利用 し、

目的言語が生成され る順番に網羅的に句を組み合

わせたグラフを生成する[5】。例えば、以下の図は

グラフの一部を図示 してお り、各フレーズペアがノ

ー ドで表現され、エ ッジで結ばれている。ある任意

の経路は翻訳結果を示 しており、この例の場合、

3
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実線 で 示 され て い る経 路 が 正 解 の 翻 訳 結 果 を 表 す 。

例 え ば 、 「した い 勉 強 につ い て 」 とい う順 番 で 原

言 語(日 本 語)が 組 み 合 わ せ て お り、 対 応 す る 目的 言

語(英 語)は"Iwant to study about"が 生 成 され て い

る。この よ うに翻 訳 の 生 成 の 問 題 は 探 索 の 問題 に置

き換 わ っ て お り、確 率 が 最 大 の 経 路 を探 索 す る こ と

に よ り、 最適 な翻 訳 を 出力 す る。

以 上 、句 に基 づ く機 械 翻 訳 を例 と して 、統 計 的機 械

翻 訳 が どの よ うな 考 え方 に よ り実 現 さ れ て い る か

を示 した 。 ま とめ る と、1.翻 訳 が 生 成 され る過 程

を各 ス テ ップ へ と分解 し、2.各 ス テ ップ を表 現 す

るサ ブ モ デ ル を実 現 、3.近 似 に よ り句 な どの 最 小

単 位 で の モ デ ル へ と表 現 す る。 さ らに 、4.ビ タ ビ

近 似 に よ り確 率 を最 大 に す る導 出 を生 成 す るが 、こ

の 時 、5.複 数 の 導 出 を コ ンパ ク トに表 現 した 空 間

か ら探 索 す る。

       モデルを学習

統 計 的機 械 翻 訳 で は 、翻 訳 の 生 成 過 程 を表 現 した サ

ブ モ デ ル へ と分解 され た。続 い て 、各 サ ブ モ デ ル の

確 率値 な どを得 る 必 要 が あ る が 、これ を全 て 人 手 で

記 述 す る の は 不 可能 で あ ろ う。そ こで 、対 訳 デ ー タ

と呼 ばれ る 、原 言 語 の 文 と対応 した 目的 言 語 の 文 と

の ペ ア か ら構 成 され るデ ー タ を用 い て 、パ ラメ ー タ

を 自動 的 に学 習 す る。

例 えば 、以 下 の様 な 日本 語 お よ び英 語 の対 訳 文 が あ

った とす る。

 機 械 翻 訳 に つ い て 勉 強 した い。

 Iwant to study about machine translation.

こ こか ら任 意 の フ レー ズペ ア 、例 え ば 「機 械 翻 訳 」

と"machine translation"だ け で な く 、"about

machine"な ど網 羅 的 に 対応 付 け を 計 算 し、 対 応 付

け られ た フ レー ズ ペ ア の頻 度 に も とつ い て 最 尤 推

定 で翻 訳 確 率 を求 め る こ とが で き る。 具 体 的 に は 、
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句翻訳確率ρφ(ノ1司は、フレーズペア(冗のの原言語

側お よび 目的言語側が同じ対訳文で共起する頻度

,v(f.の を元にして計算 される。

翻 ・Σ葺鴇

実際には、網羅的な対応付けは計算量が大きく、ま

た精度も良くないため、単語アライメン トと呼ぶ、

単語単位の対応付けによる制約を加 え、尤 もらしい

フレーズペアのみを列挙 して計算される[5】。例え

ば、

機 械 翻訳 について 勉強 したい 。

   i

  want

   to

  study

  ・b。・t    露

m・・hine湖

t,an、1、価。,  園

露

の よ うな 四 角 で 表 され た 単 語 ア ラ イ メ ン トが 与 え

られ て い る とす る 。 「機 械 翻 訳 に つ い て」 は"about

machine translation"と の 対 応 付 け が 可 能 で あ る

が"about machine"と の 対 応 付 け は 「翻 訳 」

と"translation"と の 単語 対応 を無 視 して い る た め 、

不 可能 で あ る。

で は 、単 語 の 対 応 付 けは どの よ うに求 め られ る で あ

ろ うか。言 語 の 専 門 家 に よ り百 万 対 訳 文 な ど大 規 模

な 対 訳 デ ー タ に 対 して 単 語 ア ラ イ メ ン ト付 与 す る

の は 不 可 能 で あ ろ う。 辞 書 な どを 使 う こ と に よっ

て 、 「機 械 」 と"machine"、 「翻 訳 」 と"translation"

が 対 応 付 け られ る で あ ろ う し、"1"は対応 す る単 語 が

日本 語 に存 在 しない 、こ とが 自動 的 に わ か る。で は 、

例 えば 、 ミャ ン マ ー 語 ・日本 語 な ど辞 書 が 存 在 しな

い 言語 対 の 場 合 、どの よ うに 単語 ア ラ イ メ ン ト求 め

られ る で あ ろ うか。

IBM翻 訳 モ デ ル と呼 ばれ る単 語 ア ライ メ ン トモ デ

ル は 、対 訳 デ ー タか ら単 語 の対 応 付 け に必 要 と され

る知 識 を 自動的 に獲 得 し、そ の 知 識 を元 に して対 訳



データに単語アライメン トを付与するモデルであ

るfs)。具体的には、単語の対応付けを導出 として

用いてモデル化 され、対訳データに対 してEMア ル

ゴリズムを適用することで教師な しでモデルのパ

ラメータの学習が行なわれる。 ビタビ近似により、

任意の対訳文に対 して単語アライメン トが推定さ

れる。

         ま と め

統計的機械翻訳について、その基本的な考え方を解

説 した。最 も特徴的なのは、翻訳の問題を分割およ

び近似により計算可能な問題へと置換え、探索によ

り最適な翻訳を生成する問題へと落 としている点

にある。また、対訳データに基づいて 自動的にモデ

ルのパラメータを学習する。

機械翻訳の大幅な性能向上にはBLEU(6】 などの客

観評価尺度およびその評価尺度に基づいて計算 さ

れる翻訳誤 りを直接最小化す る最適化手法[7】が挙

げられる。また、句をより一般化 した、同期文法に

基づく手法[8]や、特に日英など文法的に全 く異な

る言語対に関しては、事前並び替えなどの手法であ

らか じめ原言語 を目的言語の語順に並び替える手

法が成功している【9】。

統計的機械翻訳が始まったのは今から20年 前であ

り、10年 前には、その枠組がほぼ固まった。今後

は同期文法などの形式言語論の進化および機械学

習技術の発展とともに機械翻訳の さらなる性能向

上が果たされると思われる。

(1]

[2]

[31

[4]

[5]

[s]

[7】

[sl

[s]
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   科学技術論文の 日英 ・日中間の機械翻訳の評価

     一第1回 アジア翻訳 ワー クシ ョップ概要一

中澤敏明(科 学技術振興機構)美 野秀弥(情 報通信研究機構)後 藤功雄(NHK)

     黒橋禎夫(京 都大学)隅 田英一郎(情 報通信研究機構)

1.は じめに

 ア ジ ア 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ッ プ(The

Workshop on Asian Translation, WAT)は

ア ジア言 語 を対象 と した 、新 しい評 価 型機

械 翻 訳 ワー ク シ ョップ で あ る。 本 ワー クシ

ョ ップ を通 じて得 られ た知 見 を共有 す る こ

とで 、機 械 翻 訳研 究 に お い て今 必 要 な こ と

が 明 らか とな り、 ア ジア各 国 間 の機 械翻 訳

が 実 用的 な もの に な る こ とが 期待 され る。

WATの キー ワー ドと して 「オー プ ンイ ノベ

ー シ ョン プ ラ ッ トホー ム」 が あ る
。 テ ス ト

デ ー タ を含 む 全 ての デ ー タが あ らか じめ公

開 され てお り、定 め られ たテ ス トデ ー タ で

の翻 訳評 価 を繰 り返 し行 うこ とで 、1シ ステ

ム で の翻 訳 精度 の経 年 変化 を見 る ことや 、

翻訳 シ ステ ム ご との 本質 的 な翻 訳 精度 の違

い を見 る こ とを可 能 にす る。

 第1回 目 の ワ ー ク シ ョ ッ プ

(WAT2014)【1】 では科 学 技術 論 文 を ドメイ ン

と して選 び 、 日英(JE)・ 英 日(EJ)、 日中

(JC)・ 中 日(CJ)翻 訳 の評価 を行 っ た。

報 告会 は2014年10月4日 に行 われ 、50名

を超 え る参加 者 が集 ま り盛 況で あっ た。 ま

た Agency for the Assessment and

Application of Technology(BPPT)の 理事 で

あ るDr. Ir. Hammam Riza氏 の招待 講演 も

行 われ 、ASEAN諸 国 にお け る機 械翻 訳 の現

状 につ い て知 る こ とが でき た。

 本稿では ㎜2014の 概要や結果な どをま

とめて報告す る。なお評価結果の詳細や各参加

チ ー ム の翻 訳 システ ムの説 明 な どは 、全 て

WAT2014の ウェブサイ トで確認す る ことがで

き る(http://lotus.kuee.kyoto-u.acjp!WAT!)。

2.デ ー タセ ッ ト

 デ ー タはJSTよ り研 究利 用 目的 で一般 に

公 開 され て い る 「ア ジア学 術 論 文抜 粋 コー

パ ス(ASPEC)」 を利 用 した。 ASPECは 、約

300万 対 訳 文 か らな る 日英論 文 抄録 コー パ

ス(ASPEC・JE)と 約68万 対訳 文 か らな る

日中論 文 抜粋 コー パ ス(ASPEC・JC)と で

構 成 され る。ASPECの 詳 細 に つ い て は

AAMTジ ャー ナル56号(2014年6月)で

す で に解 説 され て い るので 、 こ こで は割 愛

す る。

3.ベ ースラインシステム

 人手評価は特定のベースラインシステム

との比較に基づいて行 った。 この比較基準

とな る特 定 のベ ー ス ライ ンシステ ム と し

て、 フ レー ズベース統計的機械翻訳システ

ムを選択 した。

 フ レー ズベース統計的機械翻訳システム

に加 えて、3種 類の他の統計的機械翻訳 シス

テム、5つ の商用ルールベース機械翻訳 シス

テム、2つ のオンライン機械翻訳 システムも

ベースライ ンシステム として利 用 した。ベ

ース ライ ンシステムの統計的機械翻訳 シス

テムは、公開 されている ソフ トウェアで構

成 し、システムの構築方法 と翻訳方法の手

順 はWAT 2014の ウェブサイ ト1で 公開 し

ている。ベー スライ ンシステムの統計的機

l http://lotus. kuee. kyoto-u. ac. jp/

 WAT/baseline/baselineSystems. html
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械 翻 訳 シ ス テ ム に はMosesを 利 用 し 、 英 語

と 中 国 語 の 構 文 解 析 器 に はBerkeley

parserを 利 用 し た 。 ベ ー ス ラ イ ン シ ス テ ム

と適 用 した サ ブ タ ス ク を 表1に 示 す 。 表1

で は 商 用 シ ス テ ム お よ び オ ン ラ イ ン シ ス テ

ム の シ ス テ ムIDは 匿 名 に し て い る 。

 以 下 、 べ 一 ス ラ イ ン シ ス テ ム の 統 計 的 機

械 翻 訳 シ ス テ ム の 設 定 に つ い て 示 す 。

● フ レー ズベ ー ス統 計 的 機 械 翻 訳

    distortion-limit=20

 》 msd・bidirectional-fe lexicalized reorde】血】g

   Phrase score option Good71xring

● 階層 フ レー ズ ベ ー ス 統 計 的機 械 翻 訳

   max-chart-span=1000

   Phrase score option Good ring

● String・to・Tree統 計 的 機 械 翻 訳

 》 皿ax・chart・span=1000

 》 Phrase score option:GoodTuring

    Phrase extraction options

   MaxSpan=1000, MinHoleSource=1,

   NonTermConsecSource

●Tree・to・String統 計 的 機 械 翻 訳

   max-chart-span=1000

   Phrase score option Good ring

    Phrase extraction options

   MaxSpan=1000, MinHoleSource=1,

   MinWords=0, NonTermConsecSource,

   AllowOnlyUnalignedWords

他 の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ の 設 定 に は 、 標 準

設 定 を 用 い た 。

4.自 動評価

4.1自 動評価スコアの計算手法

 機械翻訳の自動評価 は、機械翻訳結果 と

表1:べ 一 ス ライ ン シス テ ム

システムID

SMT Phrase

SMT Hiero

SMT S2T

SMT T2S

RBMT X

RBMT X

RBMT X

RBMT X

RBMT X

Online X

Online X

システム

Mosesフ レ ー ズ ベ ー ス 統 計 的 機 械 翻 訳

Moses階 層 フレーズベース統計的機械翻訳

Moses String-to-Tree統 言十的 機 械 翻 訳 お よ び

Berkeley parser

Moses Tree-to-String統 計 的 機 械 翻 訳 お よ び

Berkeley parser

The翻 訳V15(商 用 シ ス テ ム)

ATLAS V14(商 用 シ ス テ ム)

PAT-Transer 2009(商 用 シ ス テ ム)

J北 京7(商 用システム)

蓬 莱2011(商 用 シ ス テ ム)

Google translate (July, 2014)

Bing translator (July, 2014)

種類

統計ベース

統計ベース

統計べ一ス

統計ベース

ル ー ル ベ ー ス

ル ー ル ベ ー ス

ル ー ル ベ ー ス

ル ー ル ベ ー ス

ル ー ル ベ ー ス

(統計ベース)

(統計ベース)

JE

!

!

1

!

1

!

!

!

EJ

!

1

!

1

!

!

!

!

JC

!

!

!

1

!

!

!

CJ

!

1

!

!

!

!

1
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参 照 訳(翻 訳 の 正解 とな る訳)と を比 較 して

翻 訳 結 果 の 精 度 を 数 値 化 し て 行 う。

WAT2014で は 、2種 類 の異 な る 自動評 価 尺

度BLEU[2】,RIBES[3】 を用 い た。 BLEUの

自動 評価 ス コア計 算 には 、Moses toolkit内

のmulti-bleu.perlを 用 いた。 RIBESの 自動

評 価 ス コ ア 計 算 に は 、RIBES.py version

1.02.4を 用 いた。 参 照訳 は各 タ ス クで1っ

ずつ 用 意 した。 また 、 ス コア の計 算 時 に必

要 とな る単語 分 割 処理 には 、 日本 語 、 中 国

語 で複 数 の単 語 分割 ツー ル を利 用 した。 各

言 語 で利 用 した 単語 分 割 ツ ール は次 の通 り

で あ る。

・ 日本語単語分割ツール:Juman , Ky船ea, MeCab

 (IPA辞 書)

・ 中国語単語分割ツール:Ky邪ea , Stanfc)rd Word

 Segmenter(CTBモ デルおよびPKUモ デル)

・ 英 語 単 語 分 割 ツ ー ル:Moses toolkitの

 tokenizer.perl

 自動評 価 の詳 細 な手順 は、WAIT2014の

ウェ ブサイ ト2に て公 開 して い る。

4.2自 動評価システム

 WAT2014で は、自動評価 システムを用

意 し、参加 チー ムが機械翻訳結果の 自動評

価結果 をいつ でも確認で きるように した。

翻訳結果はWAT2014の ウェブサイ トか ら

いつで も提出す ることができる。 提出 され

た翻訳結果は即時に自動評価サーバー によ

って 自動評価が行 われ、スコアが出力 され

る。翻訳結果の提 出の際には下記 の情報を

入力 してもらい、提出時にスコアの公開を

許可 した(ivの 項 目を可 とした)場合は、自

動評価後にWAT2014の ウェブサイ ト上に

て提 出ファイルの 自動評価ス コアがランキ

z http://lotus. knee. kyoto-u. ac. jp/

 WAT/evaluation/index. html

ン グ形 式 で公 開 され る。

i)タスク:日 本語⇔英語,日 本語⇔中国語

ii)手法:統 計的機械翻訳,ル ールベース翻訳,統

計的機械翻訳 とルールベースの両方を用いた手

法,そ の他の手法

血)ASPEC以 外のデータ(対 訳データや単言語デ

ータなど)の 利用の有無

iv)自動評価スコアのウェブサイ ト上での公開の可否

 自動 評 価 サーバ ー は、提 出 され た 全 て の

情 報 を保 持 、保 管 してお り、 提 出 され たデ

ー タ の確 認
、修 正 は提 出 チー ム が いつ で も

可 能 で あ る。 自動 評価 シ ステ ム は本 ワー ク

シ ョップ終 了後 も利 用 可能 で あ り、 引 き続

き翻 訳結 果 の提 出 ・修正 を受 け付 けて い る。

5.人 手評価

 機械翻訳の人手評価には、1.非 常 に多 く

の時間 とお金がかかる、2様 々な基準が存在

す る、3.評価者間の一致度が低いな ど、様々

な解決すべ き問題 が存在する。WAT2014で

はクラウ ドソー シングを利用す ることで問

題1を 解決 した。 クラウ ドソーシングを利

用 した翻訳の評価 は、他の ワー クシ ョップ

に お い て も採 用 され て い る(IWSLT2011,

2012やWMT2012,2013な ど)。今 回は様 々

存在す るクラウ ドソーシングサー ビスの 中

か らランサーズを利用 した。 ランサー ズを

利用 した理由は二つあ り、一つは依頼す る

作業 のカテ ゴリー を指 定で きる点 、も う一

つは、「本人確認済」の作業者 を指定できる

点 である。 これ らの機能 を使 うこ とで、 よ

り適切な作業者が作業 を行 うことが期待 で

きる。

 問題2に ついては、ベースライ ンとなる

機械 翻訳結果 を用意 してお き、 これ と各 シ

ステムの翻訳結果 を1文 ずつ比較 し、その

勝敗数 をスコア化(HUMANス コア)す るこ

とで各 システムを評価する とい う方法 を採
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用 した。評価者には入力文 とベースライン

お よび評価対象 システムの翻訳の3つ が提

示 され、 どち らの翻訳が よ り良いか、また

は同程度かの3択 で評価 を行 う。ベー スラ

インに対す る勝 ち数 をW、 負 け数 をL、 引

き分け数をTと する と、HUMANス コアは

以下の式で計算できる:

       w一 乙
κひ醒盛澤=1GGx       蓄r十乙+τ

HUMANス コアは・100か ら100の 値 を取

り、正 の値は全体 としてべ一ス ラインよ り

良い翻訳結果であ り、負 の値は逆に悪い翻

訳結果であるとい う傾 向を示す。

 クラウ ドソーシングの性質上、各文ペア

の評価 は異な る評価者が行 うこ とになる。

ここで問題3の 影響を軽減す るために、各

文ペアの評価 を複数 の異なる評価者 に行 っ

てもらい、意見 を集約す ることで評価 を安

定 させた。評価対象システムの翻訳がベー

スライ ンよ りも良い とい う判断 を+1、 悪い

とい う判断を・1、同程度を0と した とき、全

ての評価者の判断 を足 し合わせ て正の値 と

なれば最終判断を勝ち、負の値な らば負け、

0な らば同程度 とした。

 WAT2014で は人手評価対象文 として、

テス トデータか らランダムに400文 を選択

した。また各文の勝敗 は異なる3人 の評価

者の判断 を集約す ることで決定 した。なお

評価者による1つ の文ペアの評価費用は5

円と設定 した。1シ ステムの評価には異なる

3人 ずつに400文 を評価 してもらう必要が

あるため、1シ ステムの1つ の翻訳結果の評

価にかかる費用は3人 ×400文 ×5円 で6000

円となる。

6.参 加チーム リス ト

 表2にWAT2014に 翻訳結果を提出 した

チー ムと、各チー ムが参加 したサブ タスク

表2:WAT2014に 翻訳結果を提出 したチーム と参加 タスクー覧

チ ー ムID

NAIST

EIWA

Kyoto-U

WEBLIO-EJ1

TMU

BJTUNLP

NII

SAS_MT

Sense

NICT

TOSHIBA

WASUIPS

組織名

奈良先端科学技術大学院大学

山梨英和大学

京都大学

ウェブ リオ

首都大学東京

北京交通大学

国立情報学研究所

SAS Research and Development

ザール ラン ト大学&南 洋理工大学

情報通信研究機構

東芝

早稲田大学

JJE

!

1

!

!

!

1

!

EJ

!

!

!

!

!

JC

!

!

1

!

!

1

!

CJ

1

1

!

!

1

!
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の一覧を示す。全12チ ームが自動評価サーバ

ーに翻訳結果を提出 し
、WASUIPSを 除 く11

チームが人手評価 も行った。国外から3チ ー

ムが参加 し、企業から3チ ームが参加 した。

:瀞
.・刺
7000 灘    縛

.6500

JE RIBES score

sOOO 1

.55°°{

5000 躯

ー猛
・一凝 一…  ・顎

血
砂 爆誉購綴鵡轡軍鋳

7.評 価結果

 図1に 自動評価結果、図2に 人手評価結

果を示す。また人手評価 の結果か ら、次の

ことが確認 された。
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図1:自 動評価結果
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図2:人 手評価結果

● 最高性能の統計的機械翻訳システムはルールベ

  ースシステムより良い評価であった。

● ベースラインシステム間の比較による訳質の順

  は次のようであった。フレーズベース統計的

  機械翻訳く階層フレーズベース統計的機械翻

  訳くTree・to・String1String・to・Tree統計的機

  械翻訳

●Forest-to・String統 計的機械翻訳システム[4】が

  全ての翻訳方向で最高評価を達成 した。

な お 、 よ り詳細 な評価 結 果 や 分析 結 果 な ど

は 、WAT2014の オー ガナ イザー に よる論 文

に詳 しく記載 され てい る[1]。

8.提 出データ

 本 ワークシ ョップには12チ ームが参加

した。 自動評価用に提 出され た翻訳結果数

は100以 上あ り、人手評価用に提出 された

翻訳結果数は37で あった(ワ ー クシ ョップ

開催 後 も自動評価 サーバーへの提出は可能

なため、 自動評価用 に提出 された翻訳結果

数は ワークショップ直前の ものである)。

9.ま とめと今後の展望

 本稿ではWAT2014の 概要や結果な どに

ついて概説 した。 初の試みであったが国内

外か ら12チ ームが参加 し、様々な手法で

の翻訳結果が集 ま り、 これ らを分析す るこ

とで様 々な知見が得 られ た。 なお提出 され

た翻訳結果は近 日中に一般公開す る予定 で

ある。

 WATは 今後 も毎年開催す る予定である。

現在の ところ 日中の特許文書 を新たなデー

タセ ッ トとして利用 できる見通 しがた って

お り、新 たな言語ペ アを追加す ることも検
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討 中である。 なお今回は行 えなかったが、

文脈を考慮 した翻訳評価 も今後行っていき

たい と考えている。
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一
COHNG 2014参 加 報 告

   ヤフー株式会社

野口 正樹,中 島 泰,小 林 隼人

1. は じめ に

 COHNGは 自然 言 語 処 理 分 野 の 国 際 会 議 の 中 で

も 最 も 歴 史 が 古 く 、 隔 年 開 催 と 丸 一 日 の 遠 足

(Excursion)で 有 名 な 会 議 で す。今 年 は アイ ル ラ ン

ドの 首都 ダブ リンで 開 催 され 、全 体 で700人 以 上 の

参 加 者 が 集 ま りま した。 採 択 率 は3155%(オ ー ラ

ル139件+ポ ス ター79件/投 稿691件)と 比 較 的

低 く、 難 関 会 議 の 一 つ とな って い ま す。

 全 体観 と しては 、や は り最 近 流 行 りの分 散 ベ ク ト

ル(word embedding)や 深 層 学 習(deep learning)に

関す る話 が 多 い印 象 を受 け ま した。 これ らは(温 故

知 新 な部 分 が あ る とは い え)研 究 の最 前線 が 実応 用

に使 われ て い る稀 有 な例 です の で 、企 業研 究者 の 一

人 と して は好 意 的 に 見 て い ます 。一過 性 の もの な の

か 、次 の ブ レイ ク スル ー が 起 こ るの か 、注 意 して 見

守 っ て い く必 要 が あ りそ うです 。

 本 報告 で は 、 著 者 らが参 加 した ワー ク シ ョ ップ 、

チ ュー トリア ル 、本 会 議 の 中か らそ れ ぞ れ 印 象 に残

った 発 表 を ご紹 介 しま す。

2. ワー ク シ ョップ

 ワー ク シ ョップ か らは 、セ マ ンテ ィ ク スや 情 報 抽

出 に関 す る 「Semantic Web and Information Extraction

(S澗E)」(http://swaie2014.wordpress.comノ)を ご紹 介

します 。既 存 手 法 を様 々 な分 野 の コ ーパ ス に 対 して

適 用 す る取 り組 み や 、そ の 際 に得 られ た 知 見 を発 表

す る論 文 が 多 か っ た よ うに思 い ます 。特 に、電 子 化

され て機 械 処 理 が 可能 に な っ た電 子 カル テや 、利 用

者 が 拡 大 して い る ソー シ ャ ル メ デ ィ ア の 投 稿 を コ

ー パ ス と して扱 うた め の 取 り組 み が 印象 的 で した。

ま た 、ど うす れ ば そ の 課 題 が 解 決 で きそ うか とい う

実 応 用 視 点 で の 質 疑 応 答 が 活 発 に行 わ れ て い ま し

た。

 本 ワー ク シ ョップ で は 招 待 講 演 が2件 あ り、 こ

れ ら も興 味 深 か っ た の で 少 し詳 しく ご紹 介 します 。

 1件 目 は 「How can IE and Semantics Improve

Medical Practice?」 と い うタイ トル で 、開 催 地 で あ る

Dublin City Universityの ボ ス ドク研 究 者 で あ る

Lorraine Goeuriot氏 の 医療 分 野 にお け る情 報 抽 出 に

関 す る講 演 で す。

 この 講 演 で は 、情 報 処 理 技 術 ・検 索 技 術 を 医療 分

野 の 文 書 に 適 用 した 際 の 精 度 と解 析 ミス の 分析 を 、

実 例 を交 えて 説 明 され て い ま した 。特 に 、カ ル テ の

文 書 につ い て は 、医師 が メ モ と して も使 うた め文 の

構 造 が不 十 分 で あ っ た り、あ る物質 を表 現 す るの に

各 医師 で(同 じ医 師 で も しば しば)異 な る表 記 を用

い た りす る た め 、抽 出 ル ー ル を 決 め た り学習 させ る

こ とが 困難 で あ る こ とを強 調 して い ま した 。講演 の

最 後 に は 、医 療 デ ー タを使 っ た マ イ ニ ン グ は未 だ 発

展 途 上 で あ り、現 在使 え て い る技 術 と現 実 との ギ ャ

ップ の 大 き さを理 解 して 、医 師 との コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン を と りな が らシ ス テ ム化 す る こ と、ま た シス テ

ム を よ りパ ー ソナ ライ ズ し使 い や す く して い くこ

とが 必 要 だ とま とめ て い ま した。

 2件 目は 「Watson Today. Cognitive Computing's road

to Reality.」 とい うタ イ トル で 、 D.J. McCloskey氏

(IBM Wagon Group)に よ る ク イ ズ 番 組The

Jeopardy!で 優 勝 した ワ トソ ンに つ い て の講 演 です 。

 こ の講 演 で は、 ワ トソ ンがDeep Blueの 後 継 と し

て 開 発 が ス ター ト した とい う話 か ら始 ま り、The

Jeopardy!に 挑 戦 す るに あ た っ て の 改 善 の 歴 史 な ど

を 交 えつ つ 、ど うい う手 順 で 現 在 に 至 っ て い る か を

紹 介 して い ま した。現 在 の ワ トソン は 、医療 や フ ァ

イ ナ ン ス な ど様 々 な 分 野 で 意 思 決 定 を サ ポ ー トで

き る よ う開 発 が進 め られ て い るそ うで す 。 そ の 中
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で 、 目標 とす る こ とが 一 見 不 可 能 に見 えて も、実 現

を す る た め に は どん な技 術 が 必 要 か 、現 状 で ど こま

で で き て い る の か を整 理 す る こ とが 大切 で 、それ が

成 功 へ の第 一歩 だ とい う話 が 印象 的 で した。

3. チ ュー トリアル

 チ ュ ー トリアル か ら は 、分 散 ベ ク トル の 学 習 ツ ー

ルword2vecの 開 発 者 と して有 名 なThomas Mikolov

氏(Facebook)に よ る ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー ク の講

義 「Using Neura1 Networks for Modelling and

Representing Natural Languages」 を ご紹 介 します 。

 こ の講 義 では 、基 本 的 なN-gramの 紹 介 か ら始 ま

り、分 散 ベ ク トル やRecurrent Neural Networkま で の

解 説 が 行 わ れ ま した 。用 意 され て い た席 の ほ とん ど

が 埋 ま って い た こ とか ら も、ニ ュー ラル ネ ッ トワー

ク の 自然 言 語 処 理 応 用 へ の 関 心 の 高 さが うか が え

ま した 。 講 義 内 容 の ス ライ ドはCOL-NG公 式 ペ ー

ジで 公 開 され て い ま す の で 、興 味 の あ る方 は ご確 認

くだ さい(http:1!www.coling-2014.org/tutorials.php)。

 質 疑 応 答 の 時 間 に は 、研 究 者 と して の あ り方 や

word2vecに 対 す る見 解 な ど、 Mikolov氏 の頭 の 中 の

一 端 を 覗 き 見 る こ とが 出 来 ま した
。そ の 中 で も特 に

印象 に残 っ た の は 、採 択 され る論 文 の あ るべ き 姿 に

っ い て で した。学 会 で採 択 され る論 文 の ほ とん どは

既 存 手 法 に 対 して 精 度 を 上 げ た こ と を成 果 と して

い ます 。そ れ に 対 してMikolov氏 は 、良 い精 度 が 出

て い な く て もパ ラ ダ イ ム シ フ トを 起 こ しそ うな 研

究 を 学 会 側 が も っ と採 用 す るべ き だ と話 して い ま

した。ま た 、研 究 者 は 自分 が作 っ た もの を公 開 しな

い ケ ー ス が 多 く、 もっ とGitHubな どを活 用 して 第

三 者 が利 用 可能 な 状 態 に す る べ き だ と話 して い ま

した。

4. 本 会 議

 本 会 議 か らは 、IBM Best Papers Awardsに 選 ばれ

た論 文 の1つ を紹 介 します 。深 層 学 習 手 法 の 一 つ で

あ るConvolutiona且Deep Neura1 Network(CDNN)を 名

詞 間の 関 係 抽 出 に利 用 した 論 文 で す 。例 え ば 、「The

machine has two units.」 とい う文 の 中で 「units」は

「machine」 に含 まれ る 関係(Component-Whole)に

あ り、 「The fire inside WTC was caused by exploding

fuel.」の 中 で は 「fire」を 「fuel」が 引 き起 こす 関 係

 (Cause-Effect)に あ る と い っ た 関 係 性 を抽 出 す る

こ とが 目標 に な っ て い ま す。

 論 文 中 で は 、CDNNの 入 力 と して 単 語 レベ ル 特 徴

と文 レベ ル 特 徴 を用 い て い ます 。前 者 は 注 目 して い

る名 詞 と そ の 周 辺 単 語 や 上 位 語 単 語 の 分 散 ベ ク ト

ル を連 結 した もの で 、後 者 は 文 中 のN-gramの 分 散

ベ ク トル 集 合 と単 語 の 位 置 情 報 を 表 す ベ ク トル を

連 結 した も の です 。実 験 結 果 と して 、人 手 で 作 成 し

た 特 徴 を用 い たSWや 、 Recurrent Neural Network

を用 い たState-of・the-art手 法 と比 較 して 、提 案 手 法

の 認 識 精 度 が 一 番 高 か っ た こ とが 報 告 され て い ま

す 。ま た 、文 レベ ル 特 徴 の 方 が 単語 レベ ル 特 徴 よ り

も精 度 へ の 影 響 が 大 き く 、両方 の特 徴 を合 わせ て使

うこ とで 大 幅 に 精 度 改 善 が で き る との こ と です 。

 これ らの 結 果 は 、画像 ・音 声 処 理 で猛威 を振 る っ

て い るCDNNが 、 自然 言 語 処 理 で も活 用 して い け

る 可能 性 を 示 唆 して い ま す。COLINGはACL等 と

比 べ て伝 統 的 な 言 語 処 理 を扱 うイ メ ー ジ が あ る の

で 、 この論 文 がCOLINGの ベ ス トペ ー パ ー を取 る

とい うの は 、い よい よパ ラ ダイ ム シ フ トが 起 こ りっ

つ あ る(起 こそ う と して い る)の か な とい う印 象 を

受 け ま した。

5. お わ りに

 今 年 のCOLINGに お け る国 別 の 採 択 数 に よ る と、

日本 の プ レゼ ン ス は 、中 国 、ア メ リカ 、 ドイ ツに つ

い で 四 番 目だそ うで す 。 しか し、国別 の採 択 率 を 見

て み る と、実 は 日本 の採 択 率 は全 体 の 平均 よ り も低

い の だ そ うで す(も ち ろん 中国 、 ア メ リカ 、 ドイ ツ

よ りも低 い!)。 中国 に負 け て い る とい うこ とは 、

対 象 言 語 だ け の 問題 で は な い よ うに 思 い ま す 。国 内

のWebサ ー ビス等 で 直 接 恩 恵 を受 け うる 日本 語 の

研 究 を推 進 す る た め に も、我 々は も っ と頑 張 る必 要

が あ りそ うです 。

 次 回 のCOLING 2016は 大 阪 で 開 催 され ます 。 本

報 告 が 、COLING 2016で 発 表 され る よ うな 新 しい

研 究 ネ タ を探 す 一 助 に なれ ば幸 い です 。
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一
第3回 特許情報シンポジウム開催報告

        梶 博行

AAMTIJa io特 許翻訳研究会副委員長 ・静岡大学

1.は じめに

 AAMTIJapio特 許翻訳研究会は、2003年

に設置 されて以来、特許の機械翻訳 に関わ

る内外の技術や システムの調査研究を行 っ

ている。その活動の一環 として、2010年 と

2012年 に特許情報シンポジウムを開催 し、

特許情報処理に関心をもつ研究者 、開発者、

利用者、政策担当者が一堂に会 して議論す

る場を提供 してきた。今回、第3回 のシン

ポジウムを2014年11月28日(金)に キ

ャンパスイノベーシ ョンセ ンター東京 で開

催 したので、その概要 を報告す る。

 AAMTIJapio特 許翻訳研究会の辻井潤一

委員長の開会挨拶のあ と、3件 の招待講演、

2件 の研究会報告、1件 の特別講演、6件 の

一般講演が行 われ 、Japioの 守屋敏道専務理

事の閉会挨拶 でシンポジウムを締め くくっ

た。過去2回 と異な り、外国の特許庁関係

者 による招待講演 はな く、すべて 日本語に

よる発表であったが、多数の参加者 を得て、

活発 な討論 が行 われ た。 参加者 の 内訳 は

AAMT会 員2名 、大学等教育機関13名 、

団体 ・研究機 関10名 、翻訳会社(シ ステム

提供を含む)11名 、調査会社(DB提 供を

含む)5名 、一般事業会社 ・個人等13名 で、

講演者ならびにAAMTIJapio特 許翻訳研 究

会メンバー とあわせて計84名 であった。

2.招 待講演

 最初 に、 『特許庁 における機械翻訳への

取組』 と題 して、特許庁総務部特許情報企

画 室の櫻井健 太様 に ご講 演い ただい た。

特許審査業務 の重要なステ ップである先行

技術調査では外国文献 を含 めて調査 しなけ

ればな らないが、英語だけでなく中国語や

韓国語 の文献が重要 になっている。審査官

には 中国語や韓国語の読解力がある人が少

ないので、機械翻訳が必須である。中国語 ・

韓国語の特許公報を 日本語に機械翻訳 し、

日本語で検索で きるシステムを活用 してい

ること、今後はASEAN言 語についても同様

なサー ビス が必要 に なる こ とが述べ られ

た。 また、各国特許庁 が審査情報 を共有す

る AIPN  (Advanced hldustrial Property

Network)が 紹介 され 、 日本の審査結果 を英

語 で提供す るた めに 日英機械翻訳 を利用 し

ていること、利用者である海外特許庁審査

官か らの フィー ドバ ックや未知語の収集 ・

翻訳 メモ リの構築 など特許庁 における取 り

組みが述べ られた。

 次 に、 『多言語機械翻訳の研究開発動向』

と題 して、 (独)情 報通信研究機構ユニバ

ーサル コミュニケーシ ョン研究所の隅 田英

一郎様 にご講演いただいた。文法規則 を人

間が作成す る旧方式 「規則翻訳(RBMT)」

と翻訳例 を集めたパラ レル コーパスか ら翻

訳知識を 自動的に学習す る新方式 「統計翻

訳(SMT)」 を対比 し、後者の翻訳精度が

優 って きていることが強調 された。旅行分

野のよ うな限 られた ドメイ ンだけでな く、

特許翻訳に も新方式が有望である とい う見

方が示 された。 また、従来は原言語 と目的

言語 の構文解析が必要であったが、目的言

語の構文解析 のみ を必要 とし、原言語の文
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法を 自動獲得す る新 しいアイデ アも紹介 さ

れ 、新方式が多言語翻訳に適 した方法であ

ると述べ られた。

 さらに、 『特許情報検索サー ビスにおけ

る機械翻訳の活用』 と題 して、 日本パ テン

トデー タサー ビス(株)企 画室の早川浩平

様 にご講演いただいた。特許情報 と機械翻

訳 は切 り離せない関係 になってお り、同社

の特許情報検索サー ビスでは各国の特許情

報 をすべて英語 に翻訳 し串刺 し検索を可能

に してい る。対訳比較表示 な どのインタフ

ェースや活用方法を含めてこのサー ビスが

紹介 され た。また、翻訳精度 に関 しては改

善が必要であることが指摘 された。特許文

書特 有 の言 い回 しで正 しく翻 訳 され ない

例、文脈に沿って訳出できない多義語の例 、

ア メ リカ英語 とイ ギ リス英語の取 り扱いの

問題 などが具体的に示 された。

3.研 究会報告 ・特別講演

 AAMT!Japio特 許翻訳研究会の重要 なテ

ーマ の一つである辞書の 自動構築 に関 し
、

宇津 呂武仁委員(筑 波大学)が 『パテ ン ト

フ ァ ミ リー か らの専門用語 対訳 辞 書の構

築』 を報告 した。パテ ン トフ ァミリー とは

同一発明を各国に出願 する ことによって得

られ るコンパ ラブルな明細書の組 である。

その よ うなコーパ スか ら対訳専門用語 を抽

出す る手法に関す る宇津 呂委員の研 究グル

ープの研究成果 が紹介 された
。 文 レベルで

対訳になっている部分については、統計的

機械翻訳の標 準的な手法であ るフ レーズテ

ーブル を作成す ることによって
、また文 レ

ベ ル で対訳 にな ってい ない部 分 につい て

は、要素合成法 を用 いることによって、そ

れ ぞれ高精度で対訳が抽出できることを明

らかに した。 また、一つの語 の訳語 と して

抽 出された複数の語が同義語 であ るか どう

かを判定す る試みにも言及 した。

 特許翻訳研究会がカ を入れ ているも う一

つのテーマが翻訳システム/翻 訳文の 自動

評価であ る。 これ に関連 し、越前谷博委員

(北海 学園大学)が 『自動評価法 を用 いた

機械 翻訳 の定量的評価』 と題 して、本年6

月 にボルチ モア で開催 され たWMT 2014

(The gth Workshop on Statistical Machine

Translation)の 自動評価 タスクについて報告

す るとともに、 日本発の 自動評価法である

APACとRBESを 紹介 した。 さまざまな 自

動評価 法が提案 されているが、ほ とん どが

機械翻訳 システムによる翻訳文 と人間が作

成 した参照訳 との類似度 を計算す る方法で

あ る。 自動評価法 自体の評価は、 自動評価

法によるス コア と人手による翻訳文評価の

相 関を求めることによって行われる。WMT

2014の 自動評価 タスクでも、参加 した 自動

評価法がそのよ うな方法で競い合 った。機

械翻訳 システ ムに対 して一つのスコアを出

力す る"シ ステ ム レベルの評価"で は人手

評価 との相関が0.8を 超えるのに対 し、翻訳

文 ごとにスコア を出力す る"セ グメン トレ

ベル の評価"で は人手評価 との相関が0 .4程

度 と低かった こと、 どの言語対 に対 して も

一貫 して優位 な 自動評価法はなかったこ と

などが報告 され た。 自動評価法 も発展途上

にあるといえる。APACは 越前谷委員が考案

した方法 で、参 照訳 との一致単語列(チ ャ

ンク)に 着 目した方法である。また、RIBES

は磯崎秀樹委員(岡 山県立大学)の 提案 に

よるもので、参照訳 との語順の近 さを測定

す る方法である。

 特許翻訳 にお いて も中国語や韓国語な ど

の重要性 が増 してい ることか ら、ア ジア言

語の機械翻訳 システムの研究開発 に携わっ

てい る中澤敏明委員(科 学技術振興機構/

京都大学)に 特別講演 『ア ジア言語を中心
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とした機械翻訳研究』をお願い した。講演

の前 半は、科学技術振興機構 と京都大学が

中国科技技木信 息研究所 な どと協力 して推

進 中の 日中 ・中 日機械 翻訳実用化プ ロジェ

ク トの紹介であった。言語構造や語順 が大

きく異 なる言語対 であることを考慮 した依

存構造木のア ライメン ト・依存構 造木 間の

翻訳方法 を開発 し、従来方法 よ り高い翻訳

精度 を達成 している。後半は、 中澤委員が

オー ガナイザ として本年10月 に東京で開催

したWAT 2014(The lst Workshop on

Asian Translation)の 報告であった。今回

は 日 ・中 ・英3言 語間の科学技術論文翻訳

タス クを実施 したが、来年 はイ ン ドネシア

語 一英語 の新聞記事翻訳や 日本語 一中国語

の特許文献翻訳を含 めることが検討 され て

いる。

4.一 般講演

 投稿べ一スの一般講演では6編 の論文が

発表 された。機械翻訳に関する論文が3編 、

その他の トピックの論文が3編 であった。

 機械翻訳 関連で は、ルールベ ースの韓 日

機械翻訳 に統計的 な訳語選択技術 を組み込

む ことによ り、BLEUス コアを8.5ポ イ ン

ト向上 させた研 究が発表 された。 また、特

許事務所 における機械翻訳 システムや翻訳

メモ リの活用事例 の発表、イ ンターネ ッ ト

か ら利用 できる翻訳 ソフ トが新語や造語 の

訳語を調べ るのにたいへん有用で あること

を指摘する発表があった。

 翻訳 以外の特許 情報処理に関 して も興 味

深い研 究が発表 された。一つ 目は、特許分

類 コー ド体系であるFタ ームをベース とし

てブー トス トラ ッピングにより、上位 一下

位 、全体 一部分 とい った用語間の関係 を獲

得す る方法の論文であった。 二つ 目は、特

許 文書か ら化学物質名 と化学式の対応関係

を抽 出 し、化学物質名の命名規則 を用いて

それ らを部品化 し、部品を組み合わせ るこ

とに よって新 しい化学物質名 に対する化学

式 を生成す るとい う研究であった。三つ 目

は、特許情報のマイニング手法 と分析 ツー

ルに関す る発表で、特徴技術ネ ッ トワー ク、

課題 一解決手段 の クロスマ ップなどの機能

が紹介 された。

5.お わ りに

 以上のよ うに、 さま ざまな立場か らさま

ざまな内容が発表 され 、会場か らも多数の

質問 と意見が出た。研 究開発者 と利用者の

相互理解 が深まったもの と思われ る。Japio

の守屋専務理事の閉会挨拶では、非常に有

意義な シンポジウムであった として、発表

者 と参加者への謝意 とともに2016年 の第4

回 シンポ ジ ウム開催 への期待 が表 明 され

た。

 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 発 表 資 料 は

AAMTIJapio特 許翻訳研究会ホームページ

(http:〃aamtjapio.com!)で の公開を予定 し

ています。AAMTIJapio研 究会のその他の

活動について もホー ムページからご覧いた

だけます ので、興 味のある方 にア クセス し

ていただけれ ば幸いです。
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一
第24回JTF翻 訳 祭 セ ッシ ョン開催 報 告

      秋元圭

AAMT機 械翻訳課題調査委員会

1。 は じめ に

 2014年11月26日(水)に ア ル カデ ィ ア市 ヶ谷 に

お いて 、 日本 翻 訳 連 盟(JTF)主 催 の 第24回JTF翻

訳 祭 が 開 催 され た。AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 で

は 、この 翻 訳 祭 の セ ッ シ ョ ン運 営 に 企 画 協 力 し、「い ま

さ ら聞 けな い機 械 翻 訳 ～ 動 作 原 理 か ら上 手 な 活 用 法 ま

で ～ 」 と題 した パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョンを 実 施 した 。

2.JTF翻 訳 祭

 JTF翻 訳 祭 は 毎 年 開 催 され る 国 内 最 大規 模 の翻 訳

業 界 の イベ ン トで あ り、24の 講 演&パ ネ ル デ ィス カ ッ

シ ョン 、6つ の プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー ナ ー 、30社 あ

ま りが 出展 す る翻 訳 プ ラ ザ(展 示 会)が 用 意 され た。

本 年 は過 去 最 高 の884名(前 年824名)の 参加 者 が あ

っ た。 登壇 者 ・出展 者 ・受 付 不要 の説 明 コー ナ ー と展

示 会 のみ の参 加 者 を加 え る と参 加 者 は1000人 を超 え

て い た よ うで あ る。

 AAMTで は 、翻 訳 者 や 翻 訳 会 社 な どへ の機 械 翻 訳 普

及 の た め 、JTF翻 訳 祭 の後 援 を行 っ て い る。 AAMT課

題 調 査 委 員 会 で は、AAMTの 広 報 ・調 査 活 動 の た め毎

年 翻 訳 プ ラザ に 出 展 し、 活 動 紹 介 ・機 械 翻 訳 の 利 用 に

つ い て の ア ン ケ ー ト ・UTX(Universal Terminology

eXchange)の 紹 介 等 を行 っ てお り、また 本 年 は 昨 年 に

引 き続 きパ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン を 企 画 ・実 施 した 。

3.パ ネルディスカッシ ョンの様子

 パネルディスカッションでは、山田優氏(株 式会社

翻訳ラボ代表、麗澤大学、青μ」学院大学など講師)、内

山将夫氏(独 立行政法人情報通信研究機構(MCT)主

任研究員)、秋元圭(元 ルールベース翻訳 ソフ ト開発会

社 エンジン開発責任者)の3名 がパネリス トを務め、

井佐原均氏(豊 橋技術科学大学情報メディア基盤セン

ター センター長 ・教授、AAMT理 事)が モデ レータ

として議論を進めた。

 定員120人 のセッション会場は、昨年同様超満員で

立ち見が出る盛況ぶ りで、機械翻訳に対する高い関心

がうかがえた。

4.議 論の趣旨

 今回のパネルディスカッションでは、これから本格

的な機械翻訳システムの活用を考えている翻訳会社 ・

翻訳者のために、機械翻訳を上手に使 うためのエッセ

ンスを提供することを目的に企画を行った。具体的に

は、「ルールベース翻訳」(以降ルールベースと呼ぶ)

と 「統計的翻訳」(以降統計ベースと呼ぶ)と いう機械

翻訳の二つの方式について処理概要 と訳文の特徴、問

題点について豊富な事例を用いて説明するとともに、

「それぞれの機械翻訳を運用するために必要 となる作

業」について紹介することとした。議題は、秋元が 「ル

ールベース」、内山氏が 「統計ベース」、山田氏が 「運

用のための作業」を担当 した。90分 の講演時間のうち、

各担 当者の持ち時間を20分 ずつ、会場との議論を30

分とした。

5.ポ ス トエ デ ィ ッ ト

 まず 初 め に 、 山 田氏 が運 用 の た め の 作 業 と して 、 ポ

ス トエ デ ィ ッ トの 研 究 にっ い て紹 介 し、 特 徴 と効 率 的

な方 法 を紹 介 した 。 要 旨 は以 下 の とお り。

● ポ ス トエ デ ィ ッ トの 負 荷 は翻 訳 メ モ リの85・90%

 マ ッチ と 同等 で あ る とい う研 究 結 果 が あ る。

● 品質 と コス トと納 期 を考 慮 す る と 、人 手 翻 訳 を選

 ぶ 人 は32.2%、 機 械 翻 訳+ポ ス トエ デ ィ ッ トは

18



 67.7%、 機 械 翻 訳 の み は0%。

● ポ ス トエ デ ィ ッ トに よ る プ ロ の 負 荷 軽 減 は ほ ぼ

 0%で 修 正 量 は64.7%。 学 生 の 負 荷 軽 減 は10～25%

 で修 正 量 は50.4%。

● 誰 が ポ ス トエ デ ィ ター に な るの か とい う観 点 か ら、

 学生 が なれ る の か の 実験 結 果 を 紹介 。 プ ロ3名 が

 ポ ス トエ デ ィ ッ トを行 っ た 場 合 、 マ イ ナ ー エ ラ ー

 が ひ とつ 残 っ た。学 生43名 で は 致命 的 な意 味 エ ラ

 ー が2つ 以 上残 っ た。 学 生43名 中 、プ ロの 品質 レ

 ベル に 達 した の は0名 。

● ポ ス トエ デ ィ ッ トの 問 題 と して 、エ ラー の 伝 播(機

 械 翻 訳 の 間違 い が 修 正 され ず に残 され る こ と)が

 あ る。 統 計 ベ ー ス の 訳 は 一 見 自然 に 見 え る の で 、

 エ ラー を 見 落 と しや す い 。 フル ・ポ ス トエ デ ィ ッ

  トで は 訳 文 の 「文 体 」 に注 意 が 向い て しま う。

● 効 果 的 な ポ ス トエ デ ィ ッ トに つ い て 、 ス ラ ッ シ ュ

 リー デ ィ ン グ の要 領 で 文 を分 割 して機 械 翻 訳 に か

 け て か ら人 手 でつ な ぎつ つ ポ ス トエ デ ィ ッ トを 行

  う方 法 を提 案 。

6.ル ールベース機械翻訳

 次に秋元がルールベースの仕組みと、誤訳の原因 と

対処方法、特徴と課題について紹介した。要旨は以下

のとお り。

● ルールベースの仕組みを簡単に説明。

● パッケージ翻訳ソフ トの画面、翻訳機能、翻訳メ

 モ リ機能、その他の機能を紹介。

● 翻訳ソフ トの使用フローとして、(1)用語集設定→

 (2)翻訳メモ リ設定→(3)コ ーパス設定→(4)翻訳環

 境1専門語辞書選択→(5)未知語抽出・登録→(6)機械

 翻訳実行→(7)各文を処理(人 手修正 ・訳語選択 ・

 フレーズ翻訳等)→(8)用 語抽出 ・用語確認とい う

 フローを提案。

● 誤訳の原因と対処方法について、文分割、係 り受

 け解析 ミス、句構造解析 ミス、訳語選択 ミス(訳

 語不正)、未知語の原因 と対処方法を解説。係 り受

 け解析や句構造解析の ミスへの対応には句にフレ

 一ズをかける方法、訳語選択 ミスや未知語への対

 応には詳細な辞書登録を行 う方法を紹介。

● 訳 し分け方法のうち、ユーザーサイ ドで可能なも

 のとして、意味素性 と構文パターンを解説。

● 辞書登録に関連 し、UTXとUTX Converterを 紹

 介。

● ルールベースの特徴として、確率的な解釈より文

 法的な解釈を選ぶこと、訳揺れがないこと、訳抜

 けがないこと、コーパスが無い異なる分野でもそ

 れなりに訳すことなどを紹介。

● 上記誤訳の原因以外の課題 をいくつか紹介し、い

 ずれ も文脈解析ができてないとい う点を指摘。 ま

 た訳語不足には辞書の増強が必要であり、さらに

 係 り受 け解析の精度向上も必要であることを指摘。

7.統 計 べ 一 ス機 械 翻 訳

 内 山氏 は統 計 ベ ー ス の仕 組 み と、翻 訳 結 果 例 と、「み

ん な の 自動翻 訳@TexTra⑪ 」 を 紹 介 した。 要 旨 は以 下

の とお り。

● NICTの 活 動 と して 、 Japio、 日本 発 明 資料 、川 村

 イ ンタ ー ナ シ ョナ ル 、TOPPANへ の 技 術 移 転 、特

 許 庁 との 協 力 合 意 を紹 介 。

● 統 計 ベ ー ス の 仕 組 み の紹 介 と 、長 文 解 析 で2分 木

 の 入 れ 替 え に よ る語 順 変 換(動 詞 句 の 動 詞 と名 詞

 の 順 番 の 入 れ 替 え)を 使 用 した 統 計 ベ ー ス翻 訳 で

 訳 質 が 向 上 す る こ とを紹 介 。

● 統 計 ベ ー スの 利 点 と して 、 対 訳 が あ れ ば 精 度 が 向

 上 す る こ と 、 ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー ク等 の最 新 ア

 ル ゴ リズ ム で 精 度 が 年 々 改 善 して い る こ とを 指摘 。

● み ん な の 自動 翻 訳@TbxTra⑪ を 紹 介 。 汎 用 は 日

 英 ・英 日 ・日中 ・中 日 ・日韓 ・韓 日、特 許 用 は 日

 英 ・英 日 ・日中 ・中 日が使 用 可 能 で 、非 商 用 は 無

 料 。 商 用 は要 連 絡 。 対 訳 文 や 対 訳 用 語 を 登 録 す る

 とMCTが それ と既 存 の 対 訳 を 合 わせ て精 度 向 上

 す る の で 、 登録 を 呼 び か け た 。

● 特 許 翻 訳 に つ い て は 日英 ・日中 と も1000万 文以 上

 の 対 訳 を使 用 して お り、 訳 語 選 択 が 得 意 で 、分 野
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 により異なる訳語 も周辺文脈から的確に訳出する

 ことを指摘 し、具体的な翻訳例を紹介。

● みんなの 自動翻訳@TexTra⑪ のデモを実施。シン

 プルなテキス トの翻訳機能に加え、PowerPointフ

 ァイルを読み込み、原文だけ抽出 し、翻訳を実行

 して保存すると、レイアウトを保ったまま翻訳が

 できることを紹介。

8.議 論

 最後に会場か らの質疑にこたえる形で議論を行った。

時間の都合上、議論は4件 にとどまったものの、内容

の濃い議論が行えた。それぞれの議論の内容について

以下に示す。

(1)機 械翻訳の未来について

翻訳者K様:

 工学やITの ような繰 り返 しの多い仕事をしている。

 ポス トエディッ トを引き受けてか ら自分の 日本語

 がおか しくなった。金額的にポス トエディッ トした

 くない。ITや 特許は、今後5年 くらいでどれくら

 い機械翻訳が使えるようになるか?(人 間翻訳の仕

 事が無くなるか)

山田氏:

 実験 してから3年 が経過 し、かなり使い物になるよ

 うにな るかと思ったがそ うで もない。1年 前の

 Googleの 誤訳が今は直っているものがあることか

 ら、日々進化はしている。

内山氏:

 総務省のグローバル コミュニケーシ ョン計画で旅

 行会話などの訳質向上を行っている。

秋元:

 ジャンルを絞れば使い物になる ものが出てくると

 思 う。会話文などはオ リンピックまでにできるよう

 になるのではないか?

(2)ツ ー ル の 選 び 方

CG制 作 会 社0様:

 どの ツー ル が 良 い か。 ど うや っ て選 べ ば よ い か。

秋 元:

 さ き ほ どの 発 表 で紹 介 した機 能 の うち 、どれ が 必要

 か を 考 え、各 社 の ホ ー ムペ ー ジ を 見 て必 要 機 能 の あ

 る製 品 を選 ぶ と良 い 。なお 、翻 訳 ソフ トの使 用 フ ロ

 ー を 紹 介 した が 、そ の フ ロー の全 機 能 を搭 載 した製

 品 は 存 在 しな い 。パ ッケ ー ジ製 品 は翻 訳 支 援 機 能 が

 強 い が 、 サ ー バ ー 系 は 弱 い 。

0様:

 パ ッケ ー ジ系 は ル ー ル ベ ー ス 、サ ー バ ー 系 は統 計 ベ

 ー ス とい う こ とか?

秋 元:

 ル ー ル ベ ー ス に は サ ー バ ー 版 も あ る。

0様:

 MCTの 「み ん な の 自動 翻 訳@Tex'IYa⑪ 」 は守 秘 性

 が心 配 。

内 山氏:

 別 途 契約 して も らえれ ば 、技術 移 転 し、MCTに デ

 ー タ が 残 らな い よ う に も で き る の で 守 秘 性 も 問題

 ない 。

0様:

 VbiceTraの 音 声 翻訳 は ど う実 現 して い るか?

内 山 氏:

 音 声 認 識 し、機 械 翻 訳 し、音 声 合 成 して い る。

(3)定 型外 の 翻 訳 に 適 した 方 式

翻 訳 者H様:

 特許 や マ ニ ュ ア ル は 定 型 の 翻 訳 だ が 、例 え ば 、会 社

 の 人 事 ・フ ァイ ナ ンス ・営 業 ・リー ガ ル の よ うな業

 務 活 動 一般 とい っ た 非 定 型 の翻 訳 に つ い て は 、ル ー

 ル ベ ー ス と統 計ベ ー ス は どち ら を選 べ ば よい か?

秋 元:

 人 事 な どの ジ ャ ンル は 、コー パ ス を 用 意 す るの が 難

 しい と思 うの で 、ル ー ル ベ ー ス が 良い と思 う。 リー

 ガル につ い て は 、契 約 書 な どの翻 訳 に は 専 用 の 翻 訳
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 ソフ トが あ る。

内 山氏:

 コー パ ス を た め て ほ しい 。た め しに 「み ん な の 自動

 翻 訳@Tex1Ya⑲ 」 を使 っ て み て ほ しい 。

(4)コ ー パ ス の収 集 につ い て

翻 訳 会 社 の 方:

 統 計ベ ー ス で は 訳語(秋 元 注:訳 語 で は な く コー パ

 ス の こ とだ と思 われ る)が た く さん あ る 方 が 訳 質 向

 上 す る とい う話 だ っ た が 、日本 で どこ か に た く さん

 集 め て い る と ころ は な い の か?TAUS(Translation

 Automation User Society)の よ うに 、 ど こか が 統

 合 して集 め て い な い の か?

井佐 原 氏:

 欧 米 の 大 企 業 はTAUSに 加 入 して い るが 、 日本 は

 少 な い 。TAUSの 仕組 み を使 って 日本 企 業 に も参 加

 して も ら う活 動 を始 め た。JTFジ ャー ナ ル に も書 い

 た の で 見 て ほ しい 。

9.反 響

 JTFが 実 施 した ア ン ケ ー トの 回 答 に お け る 本 パ ネ

ル デ ィ ス カ ッシ ョンの 反 響 は以 下 の 通 りで あ っ た。

   全 ア ンケ ー ト回答 数:64

   本 セ ッシ ョンに つ い て の 回 答数:9

   本 セ ッシ ョンに つ い て の評 価 内 訳:

とても参考になった

参考になった

普通

あま り参考にならなかった

全く参考にならなかった

無回答

2

5

1

0

0

1

10.反 省 と課題

 昨年はパネ リス トを課題調査委員だけで担当したた

めテーマに沿 うのが難 しい部分があ り、「聞きたいこと

が聞けなかった」等の厳 しい意見をいただいた。本年

はその反省を踏まえ、課題調査委員以外にも各分野の

専門家にパネ リス トになっていただき、内容としては

具体的な実例を盛 り込み、会場 との質疑の時間も多く

とった。その結果、アンケー トでは好意的な意見をい

ただき、来場者の方々にはおおむねご満足いただけた

ようである。

 一方、質疑ではた くさんの方が挙手 してくれたが、

議論できたのが4件 のみ となってしまったのが残念で

ある。時間があればパネ リス ト同士の議論も行いたか

った。また、テーマの決定にあたり無難な線でまとめ

たという印象も若干あり、チャレンジが足 りないとも

思われる。来場者が今何を聞きたいかを事前に明確に

し、もう少 し議題を絞って深い議論ができた方がさら

に面白かったかもしれない。ただ し、あまり議題を絞

りすぎると、来場者が聞きたいことと合致 しなくなる

危険性が高くなるのも難 しいところである。

 今後もJTFと の連携やAAMTの 活動を活発化し、

翻訳者や翻訳会社、翻訳 ソフ トを使用 して事業展開す

る企業などの要望や疑問などを把握 し、的確にこたえ

られるような質の高い講演を提供 し、機械翻訳の利点

や最新動向を伝えていきたい。

また、自由記述では以下のような意見をいただいた。

● MCTの 新 しい機能を知 ることができて良かっ

  たです。ポス トエディターの適性の話 しも参考

  になりました。(翻 訳会社の翻訳者)

● MTの 現状を知ることができました。(翻訳会社

  の翻訳者)
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一
多 言 語機 械 翻 訳 エ ン ジ ンGlobalese製 品概 要

      森 口功造

株式会社川村インターナショナル

は じめに

 Globaleseは 、機 械 翻 訳 とポ ス トエ デ ィ ッ トを想

定 した プ ロ ジェ ク トの ワー ク フ ロー の最 適 化 を 目

的 と したMosesベ ー ス の多 言 語 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン

です 。 川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル は 、 開発 元 の

MorphoLogic Locahsation Ltd.(ハ ン ガ リー)と の

間 で 、 日本 国 内 で の独 占的 な リセ ラー 契 約 を締 結

し、2014年4月 か ら本格 的 に 日本 市場 で の販 売 を 開

始 して い ます 。

多機能な機械翻訳エ ンジン

 Globaleseの イ ン タ フ ェー ス は とて も使 いや す

く 、エ ン ジ ン の 管理 者 や ポ ス トエ デ ィ ター か らの要

望 を取 り入 れ た 様 々な 機 能 を も ち、こ の機 能 を簡 単

に使 用 で き ます 。用 語 集 の ア ップ ロー ド機 能 は も ち

ろん 、機 械 翻 訳 の品 質 を評 価 す る機 能 も実 装 され て

い ま す。英 語 と 日本 語 の コ ン ビネ ー シ ョン だ け で は

な く、約40言 語 の組 み 合 わせ に 対応 可 能 な の も、

Globaleseの 強 み で す 。

 各 種CATツ ール と もシ ー ム レス に連 携 が で き る

た め 、既 存 の 翻 訳 ワー ク フ ロー の 中に も容 易 に 導 入

で き ます 。

 (エ ン ジ ン の ス テー タ ス をわ か りや す く表 示)

エンジン詳畑画面
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費用対効果の高さ

 翻 訳 の ニ ー ズ を 抱 え た 企 業 ユ ー ザ ー の み な らず 、

翻 訳 会社 で も利 用 で き る価 格 体 系 を設 定 しま した 。

これ に よ り、機 械 翻 訳 エ ン ジ ンの 導 入 をた め ら って

い た ユー ザー 層 に も ソ リュ ー シ ョ ンを ご利 用 い た

だ い て い ます 。

2種 類のライセンス提供モデル

 Globaleseに は 、 ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に応 じて 選 択

が可 能 な 、ラ イ セ ンス 契約 モ デ ル と レ ン タル モ デ ル

の2種 類 の ライ セ ンス 提 供 モ デ ル が あ りま す 。

ライ セ ン ス契 約 モ デ ル で は 、サ ー バ ー を ご用 意 い た

だ く必 要 が あ ります が 、対訳 デ ー タ の 外 部提 供 に慎

重 な ユ ー ザ ー には 最 適 です 。ま た 、 クラ ウ ド型 を含

む 仮 想 サ ー バ ー 上 で運 用 す れ ば 、使 用 して い な い 時

間 帯 は サ ー バ ー を休 止 して お くこ とで 、運 用 費用 を

節 約 す る こ と も可 能 で す 。

 一 方 、 レン タル モ デル で は 、初 期 費 用 と保 守 料 金

を含 め た 月 額 料金 で の 提 供 とな るた め、短 期 の利 用

で も ご活 用 い た だ け ま す(最 低 三 ヶ 月 の契 約 が 必 要

とな りま す)。

 ま た 、Globaleseを 一 ヶ月 間 、 無 償 で お 試 しいた

だ く こ と も可能 で す。機 械 翻 訳 を既 に導 入 して い る

企 業 も、導 入 を検 討 して い る企 業 も、まず は トライ

アル でそ の 費用 対 効 果 を体 験 して くだ さい。

(複数の用語集に優先順位を設定して参照可能)

用語集設定画面

叫r噛 燭
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独 自の機能

 Globaleseに は 、多 くの 独 自機 能 が 実 装 され て い

ま す。 これ らの機 能 を最 大 限 に活 用 す る こ とに よ

り、機 械 翻 訳 ワー クフ ロー を 効率 化 で き ま す。

層不 明 用 語 検 出 機 能 「Unknown Words Report.

墜ホ ス トエ デ ィ ッ ト後 の 負 荷評 価 機 能

rEvaluation」

「Evaluation」 機 能 に よ り、機 械 翻 訳 の 訳 文 とポ ス

トエデ ィ ッ ト後 の訳 文 を 比較 す る こ とが 可 能 で す。

比 較 の結 果 は 、翻 訳 支 援(CAT)ツ ー ル の よ うな 解

析 結果 で示 され 、ポ ス トエ デ ィ ッ トにか か った 負 担

の 客観 的 計 測値 と して活 用 す る こ とが で き ます。

 「Unknown Words Report」 機 能 に よ り、コー パ

ス に含 まれ て い な い 不 明 用 語 を事 前 に 検 出 す る こ

とが で きま す 。機 械 翻 訳 を 適用 す る 前 に 、不 明用 語

だ け を訳 して コー パ スや 用 語 集 に 追 加 す れ ば 、よ り

高 い品 質 の 機 械 翻 訳 結 果 を得 る こ とが 可 能 です 。

凹 し き い 値 設 定 機 能 「Threshold Value!

(三種類の解析結果を並べて表示)

Evaluation Report画 面

幽 【犠 繭 晦欄幽

      Finedupr HIW

綴 羅謹淵 国 目1::目 薗

      瓢瓢

y、.。 ぎ

コ1;蒸 コ黛ll

1.111+IIN+e蕊

㎞ 醐 鳳協舶 暉

 「Threshold Value」 機 能 に よ り、 しき い値 を調

整 して一 定 以上 の 品質 レベ ル が保 たれ た機 械 翻 訳

(MT)の み を挿 入 す る こ とが 可 能 で す 。 ポ ス トエ

デ ィ ッ トの担 当者 は 、低 品 質 な機 械 翻 訳 の 結 果 を確

認 す る必 要 が な くな り、最 初 か ら翻 訳 を入 れ るだ け

に な るた め 、ポ ス トエ デ ィ ッ ト全 体 の 効 率 が 上 が り

ます 。

(低品質なアウ トプットを事前に除外)

しきい値設定画面

繍ホ ス トエ デ ィ ソ ト繭 の 負 荷1'測1幾 能

 Quality Estimation

._

欄認■ 一一

こ:, 二驚 =

  弩  略'

幽プ ロ ジ ェ ク トレベ ノレで品 質 を向 ヒさせ る追 加調 整

機 能 「Tuningj

 翻 訳 対 象 の 最 初 の1,000セ グ メン ト程 度 を 先 に

ポ ス トエ デ ィ ッ トし、 そ の デ ー タを使 っ て

「Tuning」 を実 行 す る こ とで 、 エ ン ジ ン を個 別 の

プ ロ ジ ェ ク ト用 に最 適 化 し、さ らに品 質 を 上 げ る事

が 可 能 で す 。
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「Evaluation」 機 能 を用 い て 、ポ ス トエ デ ィ ッ ト後

の 負 荷 を評 価 で き る の に 対 し、 「Quality

Estimation.1機 能 で は 、事 前 に概 算 の ポス トエ デ ィ

ッ ト負 荷 を 予 測 す る こ とが で き ます 。実際 の ポ ス ト

エ デ ィ ッ ト作 業 と完 全 に 一 致 す る こ とは 不 可 能 で

す が 、概 算 値 を算 出す る こ とが で きる た め顧 客 へ の

見 積 も り提 出 時 や 、作 業 者 へ の発 注作 業 量 の把 握 に

役 立 ち ます 。

(事前 に概 算 の ポ ス トエ デ ィ ッ ト負 荷 を予 測)

Evaluationrepo
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■高度 な タ グ処 理 機 能

トレー ニ ン グ前 に 対 訳 リソー ス を ア ップ ロー ドす

る際 、 自動 的 に タ グ が取 り除 か れ るた め、 トレー ニ

ン グデ ー タの ク リー ニ ン グが 不 要 です 。翻 訳 時 の タ

グ処 理 に つ い て も、翻 訳 が 完 了す る と 、訳 文 に タ グ

が 自動 的 に 再挿 入 され ま す。

■サ ポ ー ト して い る 翻 訳 支 援(CAT)ツ ー ル

SDL Trados 2007(.ttx)

SDL Trados Studio 201112014(.sdbd運D

memoQ(.mgxliff/mgxlz)

Me皿Source(.mx1面

XTM(.xlf')

Wordfast(.txmD

Wordbee(XLIFF)

Standard XLIFF 1.2

■APIを 介 して連 携 可能 な ツー ル

 RESTful APIを 提 供 して い る た め 、 自社 内 の ワ

ー ク フ ロー ツー ル との連 携 が 可 能 で す
。ま た 、下記

のCATツ ー ル とは 、す で にAPIを 介 して連 携 が 可

能 です 。これ 以外 の翻 訳 支 援 ツー ル との 連 携 につ い

て もAPI文 書 を公 開 い た だ けれ ば原 則 無 償 で連 携

を させ る こ とが で き ます 。

memoQ server

MemSource Cloud

XTM CIoud

■サ ポー トしてい る言 語

サ ポ ー トして い る 言語 は 、 下 記 の40言 語 の 組 み 合

わせ に な ります 。

矧心画、「1'

アイスラン ド語

アフリカーンス語

アラビア語

イタリア頴

イン ドネシア語

ウクライナ語

エス トニア語

オラン望語

力勺口ニア語

ギリシヤ語

クロアチア語

スウェーデン語

スペイ'ン語

スロバキア語

スロベニア語

セルビア語

タイ語

チェコ語
ヂンマーク言吾

ドイ㌧・「言吾

トルコ藷

ノルウェー語

ハンガリー語

ヒンディー語

フィンランド語

フランス語

プルガノア語

叉トナム語

ヘブライ語

ポーラン ド語

rル トガル語

マレーシア語

ラトビア語

リ トアニア言吾

ルーマニア語

ロンア語

莫語

韓国語

中国語(簡 体字)

日本語

   他

想 定 され る ワー クフ ロー

① TM(Translation memory)に よ る 翻訳 を 事 前

  に バ ッチ 処 理 す る。

  例:

  75%・85%ま でTMを 適 用

  74%以 下 を機 械 翻 訳

② 一 定 以 下 の 品 質 のMTを 事 前 に 除 外 す る 。

  (Threshold Value機 能)

③ 機 械 翻 訳 後 の ポ ス トエ デ ィ ッ ト作 業 の 負 荷 を

  予 測 す る。

  (Quahty Estimation機 能)

④ 翻 訳 支 援 ツ ール 上 で 、ポ ス トエ デ ィ ッ トを実 施

  す る★。

*TMとMTの そ れ ぞ れ の適 用 箇 所 は
、 CATツ ー ル

上 で 明確 に 区別 され て い ます 。

⑤ 完 了 した ポ ス トエ デ ィ ッ トと機 械 翻 訳 との 編

  集 距離 を 計 測 し、解 析 した結 果 を 表示 す る。

  (Quality Evaluation機 能)

⑥ Quality Evaluation機 能 で算 出 され た 解 析 結

  果 に基 づ き 、顧 客へ の請 求 書 を発 行 す る。

⑦ 最 終 成 果 物 を 、Globaleseの 言 語 モ デ ル に対 し

  て ア ップ ロー ドし、定 期 的 に トレー ニ ン グ を行

  う。

                    以 上

02014Morphologic Localisation Ltd. All rights

reserved. GlobaleseはMorphoLogic localisation

Ltd.の ブ ラ ン ドお よ び 商 標 で す 。 そ の 他 の す べ て

の 製 品 お よ び サ ー ビス の 名 称 は 該 当 各 社 の 商 標 で

す。 こ の 文 書 は情 報提 供 の み を 目的 と しま す 。 この

ドキ ュ メ ン トに 含 まれ る情 報 は 事 前 の 通 知 な く変

更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。MorphoLogic

Locahsation Ltd.は 、 この 文 書 に含 ま れ る情 報 の

正 確 性 、 完 全 性 に つ い て 責 任 を 負 い ま せ ん 。

Morphologic Localisation Ltd.が 保 証 す る の は 、

当 該 製 品 お よ び サ ー ビス の 保 証 規 定 書 に 記 載 され

て い る 内容 のみ です 。本 書 の い か な る 内容 も、新 た

な 保 証 を追 加 す る も の で は あ りませ ん。
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一 一
これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVbl.4

機械翻訳課題調査委員会WG 1、 WG2

はじめに

 AAMT Forumを 通 じて配信 したメール

マガ ジンのバ ックナ ンバー をお届 します。

今回は第29号 か ら第37号 です。

 今回は、新たな翻訳サー ビス,翻 訳関連

事業のニ ュースがあ りました。また、翻訳対

象言語の増加 に関す るニュース もあ りま し

た。また、特別号 として長尾真先生、AAMT

初代会長 の学士院会員選出、豊橋技科大 と

TAUSと の提携のニュースも配信 しま した。

今後 もメールマガ ジンを通 じて様 々な情報

を皆様に配信 させていただきます。

 尚、メールマガジンとして配信すべ き情

報がございま した ら、是非お知 らせ くだ さ

い。 また 、その他 、お気 付 きの点 な ども

AAMT事 務局までお寄せ くだ さい。 よろ し

くお願 いいた します。

 では、メールマガジン第29号 か ら第37

号、そ して特別号を再びお届け します。

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

29号(2014109/18配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当 です。 秋 風 さわや か な過 ご しや す い季 節

とな りま した 。 今年 は まだ例 年 よ りも少 な

い です が 、台風 シー ズ ンで もあ ります の で、

空模 様 には気 をつ け ま しょ う。 で は、 メー

ル マ ガ ジ ン第29号 をお届 け します。

■ ロ ゴ ヴィス タ 、 ビジネ ス 向 けの英 日/日

 英 翻訳 ソフ ト 「LogoVista PRO 2015」

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ は9月9日 、 同 社 製 翻 訳 ソ

フ ト 「LogoVista PRO」 シ リ ー ズ の 最 新 版

「LogoVista PRO 2015」 シ リ ー ズ を 発 表 、

10月3日 に 販 売 を 開 始 し ま す 。

http:〃www.itmedia.cojp!pcuserlarticles11

409/09/newsO99.htm1

■訪 日外国人観 光客を取 り込 め 「ITPARK

 ホームペー ジサー ビス」英語の 自動翻訳

 サー ビス提供開始

 ホー ムペ ー ジ作成 サ ー ビス 「ITPARK」

を運 営す るITX株 式 会社 は、 自動翻訳 株式

会 社 ク ロス ラ ンゲ ー ジ と共 同 で 、ホ ー ムペ

ー ジの 英語 切 り替 えが で き る 自動 翻訳 サー

ビスを 、2014年9月1日 よ り無 料 で提 供 を

開始 しま した。

http:〃www.itx-corp.co.jp/jp/news/pdf/2014

090201.pdf

AAMT Forum メールマガジン

30号(2014110101配 信)

 こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担

当です。涼 しさの中に寒 さも感 じ始めるこ

の頃、いかがお過 ごしで しょうか。近頃は

豪雨に よる土砂災害や噴火な ど自然災害の

ニュースが 目に付きます。非常用品の準備

や気象情報 の確認 な ど、 日ごろか ら防災意

識 を高めてお きま しょ う。では、メールマ
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ガジン第30号 をお届 けします。

■翻訳事業会社の設立に向けた合弁契約の締結

 株 式 会 社N'1'T ド コ モ 、SYSTRAN

INTERNATIONAL Co., Ltd、 株式会社 フユ

ー トレックは、世界最高 レベ ル の機械 翻訳精

度 をもつ翻訳技術 の開発及 びサー ビス提供 を

行 うた めの合弁 会社 「株 式会社み らい翻訳」

の設立について、合弁契約 を締結 しま した。

https:〃www.nttdocomo.co.jp/info/news _rel

ease/2014/09/2901. html

■ 日本初!本 格的なPC版 アラビア語機械

 翻訳 ソフ トウェアを発売

 ロ ゴ ヴィス タ株 式会 社 が 、ア ラ ビア語 を

日本 語 に翻訳 す るWindows PC上 で動 く本

格 的 な機 械翻 訳 ソフ トウェア を 日本 で 初 め

て発 売 しま した。

http:〃www.dreamnews.jp/press!00000997001

AAMT Forum メール マ ガジ ン

31号(2014110117配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当です。8月 、9月 が少 な か った反動 で しょ

うか 、 台風接 近 の ニ ュー スが続 く この頃 、

いか が お過 ご しで しょ うか。 日中 も寒 くな

って く る時 期 です ので 、 そ の時 々 に合 った

装 い で快 適 に過 ご しま しょ う。 で は 、 メー

ル マ ガ ジン第31号 をお届 け します 。

■外国人観光客に リアル タイ ムな案内 ・翻

 訳サー ビス、沖縄で実証実験

の外 国人観光客向けに、多言語化 した観光

情報デー タベースをGPSナ ビゲーシ ョン機

能で案内 し、かっ音声翻訳機 能 も提供す る

ICTサ ー ビスの実証実験 を開始 しま した。

http:〃cloud.watch.impress.cojpldocslnew

s/20141014670883.htm1

■鈴鹿市(三 重県)のHP、 海外5力 国語の

 自動翻訳機能 を付加

 鈴 鹿 市 は10月1日 か ら、 市の ホー ムペ

ー ジ に 自動翻 訳 の機 能 をつ け 、英 語 や 中 国

語 、韓 国語 、 ポル トガル 語 、 スペ イ ン語 で

読 め るよ うに しま した。

http:〃www.asahi.com/articles1ASG9V52N

8GgVONFBOIO.htm1

㎜Fo㎜ メー ル マ ガジ ン

32号(2014110129配 信)

 こん にちは。AAMT Forumメ ル マガ担 当

です。清 涼の秋気 が身 に しみ るこの頃、秋 の

深 ま りを感 じます。 読書 、スポー ツな ど、 い

ろい ろ と楽 しみ の増 えるこの季節 、何 を して

過 ごす かは も うお 決 ま りで しょ うか。 では 、

メールマ ガジ ン第32号 をお届 け します。

■ ミャ ンマー語 の 日 ・英 自動翻訳 システム

 の実用化に向けて

 NICTユ ニバ ーサル コ ミュニケー シ ョン研

究所は、ミャンマー語 を対象 に した 日 ・英 自動

翻訳 システムを世界 で初 めて開発 しま した。

http:〃www.nict.gojplpress!2014110115-1.html

 株式会社琉球ネ ッ トワークサー ビス、株

式会社 レキサス、株 式会社WAKONは 沖縄

■手話 と音声に よる話の輪 を実現す る手話

音声翻訳デバイス

26



 カ メ ラだ けで手 話言 語 を解 読 し、音 声 言

語 へ翻 訳 す る こ とで 手話 言 語話 者 と音 声言

語話 者 の双 方 向 の コ ミュニ ケ ー シ ョン を実

現す るツールUMの 紹 介 です 。

http:〃nge.jp/2014!101271post。86936

AAMT Forum メール マ ガジ ン

33号(2014111105配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当で す。 秋 色 い よい よ深 ま り、夜 長 の 頃 と

な りま した。 朝 晩冷 え込み 、未 だ寒 さに慣

れ な い この時 期 、体 調 管理 には 気 をつ けま

しょ う。 では 、メール マガ ジ ン第33号 をお

届 け します。

■ 「Skype」 の同時通訳機能の早期プ レビュ

 ー版の受 け付 けを開始

 米Microsoft Corporationは3日(現 地 時

間)、 「Skype Translator」 の 早 期 プ レ ビ ュ ー

版 の 利 用 申 し込 み 受 け 付 け を 開 始 し ま し た 。

http:〃www.forest.impress.co.jp/docs!news1

20141104674357.html

■ベ ス トセ ラー翻 訳 ソフ トの 最新 版!「 コ

 リャ 英 和!一 発 翻 訳2015for Mac」

 (DVD-ROM)シ リー ズを新発 売

です。 しば しば寒 さに身を震わるこの頃、い

かがお過ご しで しょうか。コタツ、ス トーブ

な ど、既に暖房器具のお世話になっている方

もいるか と思います。暖かい部屋 は快適です

が、換気 も忘れずにしま しょう。では、メー

ルマガジン第34号 をお届 けします。

■ 「は な して 翻 訳 」 の 海 外 向 け サ ー ビス

 「Jspeak」 を提 供 開始

 株 式会 社NTTド コモ は 、 AndroidTM搭

載 の ス マー トフォ ンや タブ レ ッ トを利 用 し

て、 日本 語 と外 国語 の 間 で の会 話 を可 能 と

す る翻 訳 サー ビス 「は な して翻 訳R」 の海

外 向 けサー ビス 「JspeakTM」 の提供 を開始

しま した。

https:〃www.nttdocomo.co.jp/info!news_rel

ease/2014/11/0600.html

■中国・韓国語の特許文献を日本語で検索可能

 なシステムの試行版が利用可能にな ります

  「中韓 文献 翻訳 ・検 索 システ ム」 の試行

版 の提供 が11月13日 に開始 され ま した。

本格 稼動 は平 成27年1月 の予 定です。

http:〃www,meti.go.jp/press/2014/11/20141

112003/20141112003.htm1

 ロ ゴ ヴィス タ株 式会 社 の最 新 のMac OS

環 境 に 対応 した 英 日 ・日英 翻 訳 ソフ ト 『コ

リャ英 和!一 発 翻訳2015fbr Mac』 が 、11

月28日(金)か ら販売 され ます。

http:〃www.dreamnews.jp/press/0000102000/

AAMT Fo】㎜ メー ル マガ ジ ン

34号(2014111121配 信)

 こんに ちは。AAMT Forumメ ル マガ担 当

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

35号(2014112105配 信)

 こんに ちは。AAMT Forumメ ルマ ガ担

当 です。 師走 とな り、今 年 も残 す ところ あ

とわず か に な りま した。 な に か と忙 しくな

る年 の 瀬 です が 、 体調 管 理 に も気 をつ け ま

しょ う。で は、メール マ ガ ジ ン第35号 をお

届 け します。
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■ リコー 、複 合 機 で ス キ ャ ン して文 書 翻訳

 可 能 な 「RICOHド キ ュ メ ン ト翻 訳 サ ー

 ビス」 開始

 リコー は リコー複 合機 とク ラ ウ ドを連携

した機 械 翻 訳 サー ビス 「RICOHド キ ュ メ

ン ト翻 訳 サー ビス 」 を開 始 しま した。 対応

して い る言語 は 、 日本 語 ・英 語 ・中国語 ・

韓 国語 ・ドイ ツ語 ・フ ラ ンス語 ・イ タ リア

語 ・スペイ ン語 ・ポル トガル 語 にな ります。

http:〃www.sbbit.jp/article/cont 1/28845

■ モ リ サ ワ 電 子 情 報 配 信 サ ー ビ ス

 「MCCatalog+」 を リニ ュー アル

 株 式 会 社 モ リ サ ワ は 、 電 子 情 報 配 信 サ ー

ビ ス 「MCCatalog+」 を 多 言 語 対 応 電 子 配 信

ツ ー ル と し て リ ニ ュ ー ア ル し 、2015年2月

1日 よ り販 売 開 始 し ま す 。

http:〃www.sankei.com/economylnews1141

201/pr11412010140-nl.html

 米  Microsofし 傘 下 の  Skype

Communications SAR,Lは15日 、音 声 通 話 の

自 動 通 訳 技 術 「Skype Translator」 の プ レ ビ ュ

ー 提 供 を 開 始 した と発 表 しま した
。音 声 通 訳 は

ま ず 英 語 と ス ペ イ ン語 か ら に な りま す 。

http:〃internet.watch.impress.co.jp/dots/n

ews/20141216680449. html

■Google翻 訳 に新 た に10の 言語 が加 わ る、

 ビル マ語 や イ ン ドの ローカル 言語 な ど

 中 で も ビ ル マ 語 は ミ ャ ン マ ー(ビ ル マ)

の 公 用 語 で あ り 、 マ ラ ヤ ー ラ ム 語 は イ ン ド

の6つ の 古 典 言 語 の 一 つ で 、3800万 人 が 使

っ て い ま す 。

http:〃jp.techcrunch.com1201411211212014

1211google-translate-adds-10-wore-langu

ages1

■ 「は な して翻訳 一Jspeak」 のキ ャ リア フ

 リー 対応 につ い て

AADTT Forum メー ル マ ガジ ン

36号(2014112117配 信)

 こん にちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当 です 。 全 国的 に冷 え込 む この頃 、 い か が

お 過 ご しで しょ うか。 こ う寒 い と動 きた く

な くな って しまい ます が 、今 年 も残 りあ と

僅 かで す。 気 持 ち よ く新年 を迎 え るた め 、

や り残 した こ とは しっか りと済 ま せ てお き

ま しょ う。で は、メール マ ガ ジ ン第36号 を

お 届 け します。

■ 自分 の 全 く知 ら な い 言 語 で 会 話 が 可 能

 に!?自 動 通訳 「Skype Translator」 開始

 日本 語 と 外 国 語 の 間 で の 会 話 を 可 能 と す

る 対 面 型 翻 訳 サ ー ビ ス 「は な し て 翻 訳 一

Jspeak」 が 、15日 か ら キ ャ リ ア フ リー 対 応

と な り ま し た 。

https:〃www.nttdocomo.co.jp/info/news _rel

ease/2014/12/1100.html

AAM'r Forum メー ル マ ガジ ン

37号(2015101109配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当で す。 新 年 あけ ま して お め で と うご ざい

ます。 この新 しい年 が よ り佳 き年 に な る よ

う心 よ り祈 念 い た します。 で は、 メール マ

ガ ジン第37号 をお届 け します。
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■特許庁、中韓文献翻訳 ・検索 システム本

 格版 の提供開始

AAMT Forum メー ル マ ガジ ン

特 別 号 その2(2014112!06配 信)

 特許庁 は1月5日 、中 国 ・韓 国語 の 特許

文献 を 日本 語 で 検 索 可能 な システ ム で あ る

「中韓 文 献翻 訳 ・検 索 シス テ ム」 の本 格 版

を、 同 日か ら提供 す る と発表 しま した。

http:〃news.braina.co皿12015101061rule_20

150106002  .html

■外 国人お もてな しに一役 27言 語 を自

 動翻訳 板橋区でアプ リ説明会

 板橋 区は12月24日 、スマー トフォ ンや携

帯型端 末用の多言 語の音声 を 自動翻訳 で きる

専用 アプ リ(VbiceTra4U)の 説明会 を開き、

区幹部職員 ら百人が使 い方 を学 びま した。

http:〃www.tokyo-np.co.jp/article/tokyo/20

141225/CK2014122502000123.htm1

**************************************

豊橋技術科学大学、TAUS*と 多言語情報発

信 コンソーシアムの構築に向けて提携!!

**************************************

AAMT Forum メー ル マガ ジ ン

特 別号 そ の1(2014112106配 信)

***************************

長尾先生おめでとうございます。

***************************

長尾真先生が学士院会員に選出

国 立 大学 法 人豊 橋 技 術科 学 大 学 は 多言 語 翻

訳研 究本 部 を設 置 し、 「学 内研 究基盤 強化 に

よ る産業 分 野 向 け高 度機 械 翻 訳 技術 の研 究

開 発 」 プ ロジ ェ ク トを行 っ て きま した。 こ

の プ ロジ ェ ク トの一 環 と して 、豊橋 技 術 科

学 大学 はTAUSと 提携 関係 を結び ま した。

この 提携 関係 に よ り、 多言 語 化 したい 文 書

を持 っ ユー ザ企 業 と翻 訳 プ ロセ スに関 わ る

企 業 とを結 ぶ 多 言語 情 報発 信 コ ン ソー シア

ムの 実 現へ 大 きな 一歩 を踏 み 出 した と言 え

ます。 ま た、 来年4月7日 に東京 で 関連 シ

ンポ ジ ウムが 開催 され る予 定で す。

*TAUS(https:〃www .taus.net!)

https:〃www.taus.net!think・tanklnewslpre

ss-release/taus-and-toyohashi-university-

of-technology-partner-to-support-japanese

・industry-with・machine-translation

 日本 学 士院 は12月12日 、情報 処理 の研

究 、電 子 図 書館 の構 築 へ の功績 か ら、 初 代

AAMT会 長 で ある長尾 真先 生 を新会 員 と し

て 選 出 しま した。 学 士 院会 員 とは学 術 上 顕

著 な 功績 の あ る科 学 者 か ら選 ば れ る国 家 公

務 員 です。

http:〃www.japan・acad.go.jp/japanese/new

s/2014/121201.html

 AAMTか らもお祝 い 申 し上 げ ます。
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一

    実務翻訳における機械翻訳の利用に関するアンケート結果報        D         口

…T機 械翻訳課題調査委員会

1. はじめに

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会WG2(調 査 ・広報 ・

啓蒙)で は、産業翻訳業界における機械翻訳システム活

用の実態を把握することを目的として、2012年 以降、

JTF翻 訳祭においてアンケー トを実施 してきた。 JTF

翻訳祭は、翻訳者、翻訳会社、翻訳発注企業などの翻訳

業界団体である日本翻訳連盟(JTF)が 主催するイベ ン

トであり、講演会、展示会により構成 される。

 本稿はそのアンケー トによる調査結果を報告する。

2. ア ン ケー トの 擬 要

● 調 査 実 施 日

 第24回JTF翻 訳 祭 当 日(2014年11月26日)

● 調 査 方 法

 ア ンケ ー ト用 紙(A4表 裏)配 布 に よ る無 記 名 の調 査

 と した 。

 翻 訳祭 の 展 示 コー ナ ー にAAMTが ブ ー ス を確 保 し、

 ブ ー ス の 前 を通 りか か る人 にAAMTの 委 員 か ら直 接

協 力 を 依 頼 した。AAMTブ ー ス に ア ン ケー ト用 紙 と筆

記 用 具 を 用 意 して お き、そ の 場 で ア ン ケー トに回 答 い

た だ き 、回 収 した。 な お 、回 答 者 に抽 選 で 当た る景 品

 と して 、500円 分 クオ カ ー ド10枚 と、翻 訳 ソフ ト

 「PC・1`ranser」、 「J北 京7プ レ ミア ム3」(株 式 会 社

 ク ロス ラ ン ゲー ジ様 、株 式 会 社 高 電 社 様 の ご厚 意 に よ

 る供 出)を 用 意 した。

● 回 答 状 況

 回 答 者 数 は 、62名 で あ っ た 。2012年 度 が60名 、2013

年 度 が64名 で あ り、 翻訳 祭 参加 者(884名)全 体 に

対 す る回 答 率 は い ず れ の 年 もお よそ8%程 度 で あ る。

3. 回答者

● 回答者の職種

 翻 訳 業 界 の 従 事者 とい っ て も様 々 な仕 事 が あ る。 以

下 は 回 答者62名 の職 種 の 内訳 で あ る。

 田 フ リー ラ ン スの 翻 訳 者 18人

 [2】翻 訳 会 社 の 社 内 翻 訳 者 6人

 [3】企 業(翻 訳 会 社 以 外)・ 官公 庁 等 の 翻 訳 者

              11人

 [4]翻 訳 会 社 の 翻 訳 業 務 管 理 者 、 コー デ ィネ ー ター

              15人

 【5】企 業(翻 訳 会 社 以 外)・官 公 庁 等 の翻 訳 業務 管理 者 、

  コーデ ィ ネ ー ター   4人

 【6】そ の他 ・無 回答    8人

 回 答 者62名 の うち35名(56%)が 翻 訳 を生 業 と し

て い る人 で あ り、20名(31%)が 翻 訳 の 管 理 を仕 事 に

 してい る人 で あ っ た。

● 性 別 ・年 齢

 年 齢 は10代 か ら70代 ま で広 く分 布 して い る が 、30

代 と40代 が 半 数 以 上(20人 、18人)で あ っ た。 以

下 、10代(2人)、20代(10人)、50代(7人)、60

代(3人)、70代(1人)と 続 く (無 回答 含 む)。

 性 別 は 女 性38人 に 対 して 男性19人 で あ り、女性 の

回 答 者 の 割 合 が 多 か った(無 回 答 含 む)。

4。 ■査結果

 本節では、回答者の うち翻訳作業そのものを生業 とす

る35人 のみを対象 とした集計結果を紹介する。なお、

内訳の合計が35人 に満たない項 目には無回答が含まれ

る。

4.1. 機械翻訳の利用頻度

 翻訳者が普段 どの くらいの頻度で機械翻訳を使って

いるかについて、翻訳者のタイプ別に集計 した結果を表

1に 示す。
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表1 機械翻訳の利用頻度

【1】ほぼ 毎 日

【2】週1～3回

[3】月 に数 回

[4】年 に数 回

[5】使 っ てい ない

フリーラン

ス

5

6

2

2

0

翻 訳
会社

3

1

1

0

0

企 業 ・

官公庁

4

2

1

2

1

4.3. 機械翻訳への期待

 では、翻訳者たちは機械翻訳にどのくらいの品質を期

待 しているのだろうか。表3に 「翻訳サイ トにどのよう

な品質を求めますか?」 とい う質問の回答をまとめる。

表3 機械翻訳が期待される品質

質問:翻 訳 ソフ トノサイ トの利 用頻度は?

 翻訳者の6割 以上(21人)の 人が機械翻訳を日常的

に使っていると回答 している。「使 っていない」と答え

た人は1人 にすぎず、機械翻訳は翻訳者に幅広 く浸透 し

ているといえそ うである。

【1】辞 書 代 わ り

【21おおよその意味が
 分かること

【3】翻 訳 の 下 訳 と して

 使 え る こ と

フリー

ランス

5

5

5

訳
社

翻
会

3

2

1

企業 ・

官公庁

4

1

5

問 翻訳 ソフ ト1サイ トにどの よ うな品 を求 めますか9

4.2. 利用 している機械翻訳の種類

 機械翻訳には、インターネット上で無料で使えるサー

ビスから、一本が10万 円以上する高価なソフ トまで、

様々な形態で提供されている。翻訳者は業務においてど

のよ うな ソフ トあるいはサー ビスを使 っているのだろ

うか。表2は 翻訳者が良く利用する機械翻訳の種類につ

いてまとめたものである。

表2 よく利用す る機械翻訳の種類

企 業 ・

官公庁

 機械翻訳 を翻訳の下訳 として使いたいという翻訳者

の期待が読みとれる一方で、機械翻訳が辞書引きレベル

で使えれば十分 と考えている翻訳者 もかなりの割合で

いることがわかる。

【1】無 料 の 翻 訳 サ イ ト

【2】有料の翻訳サイ ト

[3】自社または翻訳会社な

 どで提供される翻訳シ

 ステム(サ ー ビス)

[4】市 販 のPC翻 訳 ソフ ト

フ リー

ランス

8

1

2

3

翻 訳

会社
5

0

1

1

4

1

1

1一
 翻訳者がよく使っている機械翻訳の トップは、無料の

翻訳サイ トとい う結果となった。会社から翻訳 ソフ トが

提供 される例は少数に留まっていることから、翻訳者が

個人的に利用するケースが大半を占めるようである。翻

訳者をタイプ別に見ると、フ リーランスの翻訳者は有料

の翻訳サイ トや市販のソフ トも利用しているのに対 し、

その他の翻訳者は無料の翻訳サイ トを中心に利用 して

いる。

4.4. 機械翻訳の満足度

 表4は 機械翻訳の満足度を5段 階で評価 した結果を

まとめたものである。満足と回答 した人は6人(17%)

だった。満足 とも不満 ともいえない人が16人(46%)

であり、現在の翻訳システムでも使い方 しだいで翻訳者

の役に立つ場面があるようである。

表4 機械翻訳全般の満足度

【1】とて も不 満

[21や や不満

【3】どち らで もな い

【4】やや満足

【5】とて も満 足

フリーラン

ス

0

4

6

3

2

訳
社

翻
会

0

1

3

1

0

企業 ・官

公庁

1

z

7

0

0

問 翻訳 ソフ ト1サイ トの満 足度 は9(5段 で評 )

 満足度の根拠を具体的に知るために、「翻訳品質」 と

「翻訳機能」を別々に満足度を調べてお り、以下ではそ

の結果について紹介する。
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● 翻訳品質

 表5の 数字を見ると、翻訳品質に満足していると答

えた人(4人)の 割合は不満であると答えた人(17人)

の四分の一程度であり、翻訳者を満足 させるためには、

 さらなる翻訳品質の向上が不可欠といえる。

表5 翻訳品質の満足度

フリーラン

ス

訳
社

翻
会

企業 ・官

公庁

表7 翻訳メモ リの利用状況

[1】知 らな い

【2】使 って い な い

【3】主 として翻訳メモ

 リ、補助的に機械翻

 訳を使っている

【11と て も不 満

【2】やや不満

【3】どち らで もな い

【4】やや満足

[5】 とて も満 足

1

6

6

[4]主 と して機 械 翻
 訳、補助的に翻訳メ

 モ リを使っている

フリー

ランス

1

8

6

3

訳
社

翻
会

1

2

1

1

企業 ・

官公庁

0

3

5

3

0

2

0

3

1

1

0

3

4

問 訳 ソフ トノサイ トの品 の満足度は9(5段

質 問:翻 訳メモ リを使っていますか?

3     表8は 、機械翻訳の種類 と翻訳メモ リの利用状況をク
0

0   ロス集計した結果である。この結果から、二つの翻訳ツ

で評価) 一ルの利用の相関関係をみることができる。

● 翻訳機能

 表6か ら、機械翻訳は機能 としては 「満足」 と答え

た人(8人)と 翻訳品質の二倍である。 したがって、

機能については及第点 といえそうである。

表6 翻訳機能の満足度

【1】とて も不 満

【2]やや不満

【31ど ち らで も ない

[4】やや満足

【5】と て も満 足

フリーラン

ス

0

4

5

5

1

訳
社

翻

会
1

1

2

1

0

企業 ・官

公庁

0

5

3

1

0

表8 翻訳メモリ利用状況 と利用中の機械翻訳の種類

【1】無 料 の 翻訳 サ イ ト

【2】有料の翻訳サイ ト

[3】自社または翻訳会

 社 などで提供 され

 る翻訳システム(サ

 ービス)

【4】市 販 のPC翻 訳 ソ

 フ ト

【5】業務では使ってい
 ない

使未

用

10

1

0

1

4

主と

して

使用

5

1

2

1

3

補助的
に使用

1

0

1

3

0

問 翻訳 ソフ ト1サイ トの機能 の満足度 は9(5段 で評価)

4.5. 廟 訳 メモ リの 利 用 状 況

 翻訳 の 現 場 で は 、機 械 翻 訳 よ りも先 に 翻 訳 メモ リの 活

用 が進 ん で い る と考 え られ る。表7は 翻 訳 者 に よ る翻 訳

メ モ リの利 用 状 況 で あ る。

 翻 訳 メモ リを使 っ て い る人 が18人(51%)と 、半 数

が使 っ て い る。ま た 、翻 訳 メ モ リと機 械 翻 訳 を 比 較 した

場 合 、翻 訳 メ モ リを 主 と して使 う傾 向 が あ る。 この こ と

か ら、翻 訳 メ モ リの 活用 が 通 常 の 翻 訳 業務 プ ロセ ス に 取

り込 まれ て い る こ とが 考 え られ る。

 翻 訳 メモ リを使 って いな い翻 訳 者 の 多 く(63%)は 無

料 の 翻 訳 サ イ トを利 用 す る傾 向 にあ る。ま た 、翻 訳 メモ

リ と機 械 翻 訳 の ど ち ら も使 っ て い な い 翻 訳 者 は4人

(11%)の み で 、14人(40%)は 両 方 の ツー ル を使 っ

て い る と回 答 して い る。

4。6. 機械翻訳を利用するうえでの翻訳者の工夫

 アンケー トの中に、「翻訳業務の効率化のために工夫

していることはありますか?」 とい う設問を設け、回答

は自由に文書を記述 して もらう形式 とした。18人

(51%)か ら回答があった。

 18人 中9人 が、用語集の整備の重要性を指摘 してい

た。そ して、6人 が翻訳メモ リなどと並行 しての使用を
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挙 げ て い た 。この2つ が群 を抜 い て数 の 多 い 回答 だ っ た。

この ほ か の 回 答 と して は 、

 ・「見 直 しを よ くす る 」

 ・「単語 訳 のみ をす る」

と い う よ うに機 械 翻 訳 の使 い 方 を指 摘 す る もの が あ っ

た 。

表10 UTXの 認知度

【1】名 称 、使 用 法 な ど

 を知 っ て い る

【2】名 称 の み 知 っ て

 い る

【3】知 らな い

フリーラン

ス

4

7

4

訳
社

翻
会

4

0

1

企 業 ・官

公 庁

5

1

3

質 問:用 語集形式UTXの ことを知 っていますか?

4。7. 用語集の利用状況

 先の機械翻訳の使い方に関する工夫でも指摘された

ように、用語集は翻訳業務において重要なツールと位置

づけられる。表9は 翻訳者による用語集の利用状況であ

る。

表9 用語集の利用状況

【1】会社作成の用語

 集の利用

【2】個人作成の用語

 集の利用

[3】いず れ も利 用

【4]利 用 して い な い

フリーラン

ス

4

7

4

3

訳
社

翻

会
4

0

1

0

企業 ・官

公庁

5

1

3

1

質問:翻 訳 業務で用語集 を作成 していますか?

 用語 集 を使 っ て い な い 人 が4人(11%)で あ り、用 語

集 の利 用 頻 度 は 高 い。 ま た 、 用 語 集 の 利 用 者29人 の う

ち、16人(56%)が 用 語 集 を個 人 で作 成 して い る。 こ

の こ とか ら翻 訳 業 務 の 効 率 化 に は 用 語 集 が 重 要 で あ る

こ とが うか が え る。

 AAMTで は さ ま ざ まな 翻 訳 ツー ル で利 用 可能 な用 語

集 形 式 の 共 通 規 格(UTX(Universal Terminology

eXchange))を 作 成 して い る。表10は こ のUTXが どの

程 度 知 られ て い るか を示 す 。

 UTXを 知 って い る人 が21人(60%)で あ った が 、そ

の 中身 ま で を知 っ てい る人 は13人(37%)で あ っ た。

今 後 、UTXの 広 報 、 普 及 活 動 を よ り一 層 進 め る必 要 性

が うかが え る。 特 に 、今 回 の 調 査 結 果(4,3節)か ら も

明 らか な よ うに 「単語 訳 の み 」を 求 め る翻 訳 者 が 多 い た

め 、UTXを 利 用 す る と単 語 訳 の 適 正 度 が 高 ま る こ とな

どを広 報 す べ き と考 え られ る。

5. まとめ

 本稿では2014年 度の第24回JTF翻 訳祭で実施 した

アンケー ト結果を中心に、実務翻訳における機械翻訳の

利用実態についてまとめた。この調査を通じて、機械翻

訳のユーザーである翻訳者の方々にとって、現在の機械

翻訳の何が問題点であり、将来、どのような機械翻訳が

必要 とされているかを知ることができるため、このよう

なアンケー ト調査は継続すべきと考えている。

 機械翻訳は翻訳の品質な どにおいて多くの問題が山

積するが、実務翻訳の現場で日常的に機械翻訳が活用さ

れていることが判明した。しか しながら、利用される機

械翻訳の多くはインターネ ッ トで無償提供されている

翻訳サイ トであ り、翻訳ベンダが長年取 り組んできた翻

訳パ ッケージの利用はまだまだ浸透 していないのが現

実である。

 用語集の整備と翻訳メモリの活用については、すでに実

践して効果をあげている翻訳者もいるようである。昨年、

機械翻訳を用語集や翻訳メモリと連携させて効果を引き

出すことで、実務翻訳における機械翻訳普及の鍵になると

考えた。そこで今年度は用語集の利用状況や用語集形式に

ついての調査も行った。用語集の利用は高いが、UTXの

認知度をさらに高める必要があることが分かった。

 最後に、この調査を通 じて初めて 「AAMT」 という団

体を知った という方 もいたため、AAMT自 体の知名度

を高める必要があることが分かった。AAMT機 械翻訳

課題調査委員会では、今後も日本翻訳連盟との連携を深

めてイベン ト共催などを進めながら、実務翻訳者の実態

調査を継続するとともに、機械翻訳の効率的な活用方に

ついて翻訳者に向けた情報発信を行っていきたいと考

えている。
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酬MT会 員のひろぼ
 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す る べ くス タ ー トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろば 」、会 員 の 皆 さ まの ご助 力 をい た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第15回 を 迎 え る こ とが で き

ま した 。 今 号 で は 、 個 人 会 員1名 か らの ご寄 稿 をい た だ い て お ります 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活動 へ の ご要 望 な ど、 今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ いた だ き ま した 。

 AAMT Journa1で は 今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち してお ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い合 わ せ はAAMT事 務 局(E・mai1:AAM㍗infb@AAMT.IllfO)ま で 宜 し くお 願 い い た します 。

個 人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

Tony Hartley

Emeritus Professor of Translation Studies, University of Leeds, UK

Profbssor of Translation, Rikkyo University, Japan(from Apri12015)

自 己 紹 介

Born in London, I escaped to Manchester for my university studies and in 1970 graduated

from Salford University with a degree in French and Russian and one season of playing rugby

in France under my belt. That took me to France for another three years, playing more rugby

while teaching translation and linguistics at universities in Montpellier, Besancon and, finally,

Ecole Normale Superieure de Saint Cloud, in Paris. My academic itinerary has meandered via

Bradford, Sussex(where I also acquired an MSc in Cognitive Science)and Brighton to Leeds

in UK, with lengthy detours to Quebec and Sydney. What was to have been a one-year

sabbatical at the University of Tokyo, starting September 2009, has turned into a protracted

stay as research and teaching opportunities opened first at Toyohashi University of

Technology, then Tokyo University of Foreign Studies and, on the near horizon, Rikkyo. Japan

is a final destination I am happy with‐the air is fresh with ideas, enthusiasm and

commitment. And what's more, it boasts the world's largest community of active veteran

rugby players. So I am grateful to Tokyo Fuwaku Rugby Club for allowing me to resurrect a

rugby career which, I hope, will outrun the academic one.
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MTノ 翻 訳 と の か か わ り

MTお よ び 翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

My first close encounter with MT was in 1985,0n introducing the Weidner MicroCAT system

(EN/DE/ES/FR)into the Masters translation curriculum at Bradford, a UK first. In 19951

was using SDL's TM product in training translators at Brighton. The MicroCAT experience

led me, even then, to some very successful results with controlled authoring, MT and

post editing as a consultant for Perkins Engines. And now SDL is a global brand with the

same aura as Microsoft or Google. Over the past 30 years we seem to have seen many false

dawns, but now, again, could we be hovering on the verge of a breakthrough, with the massive

adoption of MT technologies by the biggest Language Service Providers?

It is, for me, a paradox that Japan, the country which has made probably the most sustained

and innovative contribution to MT research, has been so cautious in adopting these

technologies in its translation business and in training. There must be few translation

departments in European universities that do not offer some exposure to TM, MT and their

underlying principles. MA students at Leeds, for example, routinely use Systran and about

seven of the leading TM and software localization applications. With the current draft

standard IsO171000n requirements for translation services poised to come into force in 2015,

universities and translation providers in Japan can hardly afford to neglect this opportunity,

if it is not to become a threat to their competitiveness.

Another opportunity that excites me is Japan's hosting of the Rugby World Cup in 2019, just

one year before the Olympics. Surely there are prospects there for record breaking advances

in the deployment of Japanese MT...

AAMTへ の 要 望

It's a privilege to be admitted to AAMT. My hope is that the researchers, developers,

translation vendors and educators who make up the Association can join forces and rise to the

challenge of ISO17100. Certainly, I look forward to discussing these issues with you all, and to

welcoming many of you into the lecture halls and labs of Rikkyo's translation program to

share your expertise with tomorrow's students.
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  協会活動報告

(2014年9月 ～2014年12月)

機械翻訳課題調査委員会

2014年9月5日(2014年 度 第5回)

  1.前回委員会の議事録の確認

  2.各WGの 活動について(各WGに 分 かれて議論)

     (WG1,2)

      ・評価サイ トに関す る検討

       規約、公開スケー ジュールな どの検討

       公開す る内容や形式などの検討

     (WG3)

      ・JTF翻 訳祭配布のパンフレッ トな どの検討

      ・UTX広 報

      ・人工知能研究振興財団 研究助成 の応募の検討活動内容の報告

2014年10月2日(2014年 度 第6回)

  1.前 回委員会の議事録の確認

  2.各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

     (WG 1,WG2)

      ・日中テス トメタ評価に関する検討

       日中テス ト評価の分析 、

       人手評価の検討、

       次週の 日中会議にて成果発表に関す る検討な ど

      ・翻訳祭準備について

       アンケー トと展示内容の原稿準備な どについて

      ・サイ ト公開について

       規約の確認(終 了)

       サイ トの名称決定:AAMT機 械翻訳評価サイ ト

      (WG3)

      ・UTXコ ンバータ

       開発にかかわっている委員から現状 と今後の計画について報告

      ・人工知能研 究振興財団 研究助成の応募の件

       申請内容(使 途など)に ついて、委員より説明。

       採択結果の発表は11月 下旬の予定。
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   ・学会発表の検討

    第3回 特許情報シンポジウム(2014111128)へ の発表を検討。

   ・UTX論 点シー トの検討

    本件に関する議論の仕方、スケージュール管理などについて検討。

3.全 体会議

   ・中岩会長の報告

    多言語情報発信支援 コンソーシアム

       (井佐原先生(豊 橋技術科学大学)主 導)

     グローバル コ ミュニケーシ ョン計画の紹介

       (多言語音声翻訳 システムな どを主 とす る)

    JTF祭 で配布の ちらしなどについて

4.ま とめと次回委員会について

2014年11月6日

1

9
自

M

    (2014年 度 第7回)

前回委員会の議事録の確認

各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

 (WG3)

 ・ISO!TC 37 2015年 の松江会議参加の検討

 ・学会発表の検討

  言語処理学会第21回 年次大会(2015年3月16日 ～20日,京 都大学)

  の参加 についての検討

 ・UTX形 式辞書の作成に関す る検討

  「用語集パー トナー募集」の記事原稿(山 本委員)の 検討

  作成す る辞書の詳細の検討な ど

 ・UTX論 点シー トの検討

  多言語用語集に関す る用語ステータスの検討な ど

ま とめ と次回委員会について

2014年12月12日

1

9
白

    (2014年 度 第8回)

前回委員会の議事録の確認

全体会議

 ・JTF翻 訳祭 に関 して

  アンケー ト結果速報の報告、反省点の検討な ど

 ・AAMTの 知名度向上策、会員増強策の検討

 ・AAMT関 連の今後の主なイベン トについて

   (201511のJTF主 催の ワークショップ、
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M

4

  次回お よびその次のMTサ ミッ ト、 AMTAか らの要望)

各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

 (WG3)

 ・言語処理学会での発表の検討

 ・UTX論 点シー ト検討

まとめ と次回委員会について

イ ンター ネ ッ トWG

  1.新AAMTホ ー ムペ ー ジ公 開 に向 けた体制 の 立 ち上 げ

  2.AAMT MTフ ェア での新AAMTホ ー ムペ ー ジの紹 介

  3.AAMTサ イ トのセ キ ュ リテ ィー 対応

  4.総 会 ・MTフ ェア に対応 したAAMTホ ー ムペ ー ジの更新

編 集委 員会

2014年10月7日(2014年 度 第3回)

  1.AIWT Journal No.58の 記事の執筆依頼候補者 の検討
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AAMT/Jap i o特 許翻 訳 研究 会

2014年9月5日(金)(2014年 度               第3回)

 1.議 事 録 の確 認

 2.WMT 2014報 告 越 前谷 先生 か らの ご発表

 3.WMT 2014報 告 磯 崎先 生 か らの ご発 表

 4.シ ンポ ジ ウム関連

 5.そ の他

 6.次 回の 開催 につ いて

   ・開催 の 日時(10月24日(金 曜 日)18:00～20:00)

   ・主 な議題

2014年10月24日(金)(2014年 度 第4回)

 1.議 事 録 の確認

 2.「 日中パ テ ン トフ ァ ミ リー か ら抽 出 した対訳 文 を用 いた 専門用 語 の訳語 推 定」

   宇 津 呂生 か らの ご発 表(董 さん発 表)

 3.COLING 2014報 告 綱川 先 生 か らの ご発 表

 4.シ ンポ ジ ウム 関連

 5.そ の他

 6.次 回 の開催 につ い て

   ・開催 の 日時(12月12日(金 曜 日)18:00～20:00)

   ・主 な議題

2014年12月12日(金)(2014年 度 第5回)

-
占

9
召

nδ

4

5.

議 事録 の確認

二宮先 生 の ご発 表

リサ ンプ リング を用 い た統計機 械 翻 訳 の ドメイ ン適 用

AMTA2014参 加 報告(須 藤 委 員)

MTサ ミッ ト2015のCall for Workshop Proposalsへ の対応

第6回 特許翻 訳 ワー ク シ ョ ップ を提案 す るか ど うか

26年 度AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究会 報告 書

作 成 ス ケジ ュー ル な ど
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 6. 27年 度委員会の体制

    ・  副委員長(横 山→宇津呂)

    ・   拡大評価部会長(江 原→磯崎)

    ・  その他、委員会 メンバー、拡大評価部会メンバーの補充 と交替

 7. その他

 8. 次回の開催について

    ・  開催 の 日時(1月12日(金 曜日)18:00～20:00)

    ・   主な議題

AAMT/Jap i o特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2014年10月24日(金)(2014年 度 第2回)

 1.前 回議事録の確認

 2.報 告書内容概要(各 グループより)

 3.そ の他
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第3回 特許情報シンポジウム

2014年11月28日(金)

開 会挨拶

辻井潤一(AAMTIJapio特 許翻訳研究会委員長,

     マイ クロソフ トリサーチアジア首席研 究員,東 京大学名誉教授)

セ ッシ ョン1

セ ッシ ョン2

セ ッシ ョン3

セ ッシ ョン4

(招待講演)

・招待講演1「 特許庁における機械翻訳への取組」

 櫻井健太(特 許庁)

・招待講演2「 多言語機械翻訳の研 究開発動向」

 隅 田英一郎(情 報通信研究機構)

・招待講演3「 特許情報検索サー ビスにおける機械翻訳の活用」

 早川 浩平(日 本パテン トデータサー ビス)

(研究会報告 ・特別講演)

・研究会報告1「 パテ ン トファミリーか らの専門用語対訳辞書の構築」

 宇津呂武仁(筑 波大学)

・研究会報告2「 自動評価法を用いた機械翻訳の定量的評価」

 越前谷博(北 海学園大学),磯 崎秀樹(岡 山県立大学)

・特別講演 「アジア言語を中心 とした機械翻訳研究」

 中澤敏 明(科 学技術振興機構/京 都大学)

(一般発表(1))

・統計的訳語選択技術による韓 日機械翻訳の高精度化

 田中浩之,園 尾聡,木 下聡,釜 谷聡史(東 芝研 究開発セ ンター)

・特許事務所における機械翻訳 と人手による翻訳のMix事 例

 正林真之,杉 浦伸夫(正 林国際特許商標事務所)

・インターネ ッ トか ら利用できる翻訳 ソフ トを優れた辞書 として活用す る方法

 吉川潔(翻 訳業)

(一般発表(2))

・Fタ ームに基づいたオン トロジーの構築

 福 田悟志,難 波英嗣,竹 澤寿幸(広 島市立大学),乾 孝司(筑 波大学),

 岩山真(日 立製作所),橋 田浩一(東 京大学),藤 井敦(東 京工業大学)

・特許文書か らの化学物質情報の抽 出

 池 田紀子,田 中一成(富 士通研究所)

・特許情報分析のためのマイニング手法と分析 ツールPatent Mining eXpress

 岩本圭介(NTTデ ータ数理システム)

閉会挨拶

守屋敏道(日 本特許情報機構専務理事特許情報研究所所長)

・懇親 会
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  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

今 号 の 巻 頭 言 は 、NTTコ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン科 学 基礎 研 究所 永 田 昌 明様 よ り、御 寄稿 を頂 き ま した。

また、近年の機械翻訳技術動向に関する解説 として、情報通信研究機構 渡辺太郎様より、「統計的機械翻訳とは?」

の御寄稿を頂きました。

一 方
、今 号 に先 立 ち ま して 、昨 年11月26日(水)に 、AAMTが 後 援 を します 第24回JTF翻 訳 祭 が 開 催 され 、 AAMT

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 で は 、 パ ネ ル デ ィ スカ ッシ ョン 「い ま さ ら聞 け ない 機 械 翻 訳 ～動 作 原 理 か ら上 手 な 活 用

法 まで ～ 」 を開 催 しま した。 同 委 員 会 秋 元圭 様 に は 、 こ の セ ッシ ョン の 開催 報告 を御 寄稿 頂 きま した。

 ま た 、 昨 年11月28日(金)に は 、AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究会 の 主催 で 、第3回 特許 情 報 シン ポ ジ ウム が 開 催 さ

れ ま した。 同 委 員 会 副 委 員長 ・静 岡 大 学 梶 博 行 先 生 に は 、 同 シ ン ポ ジ ウム 開催 報 告 を御 寄稿 頂 き ま した 。

 さらに、昨年10月4日(土)に 開催されました、第1回 アジア翻訳ワークショップの報告を、科学技術振興機構 中

澤敏明様、情報通信研究機構 美野秀弥様、隅田英一郎様、NHK後 藤功雄様、京都大学 黒橋禎夫先生より御寄稿

頂きま した。

そ の他 、 ヤ フー株 式 会社 野 口正 樹 様 、 中島 泰 様 、 小 林 隼 人 様 よ り、昨 年8月 に アイ ル ラ ン ドの ダ ブ リン で 開催

され ま したCOLING2014(計 算 言 語 学 国 際 会 議2014)の 参加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した 。

新 た な製 品 の紹 介 と して 、株 式 会 社 川 村 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル様 よ り、多 言 語機 械 翻 訳 エ ン ジ ンGlobaleseの 紹 介

を御 寄稿 い た だ き ま した。

AAMT内 の 活動 報告 と して 、機 械 翻 訳 課題 調 査 委 員 会 か ら、 「実 務 翻 訳 に お け る機 械 翻 訳 の 利 用 に関 す る ア ン ケー

ト結 果 報 告 」、 お よび 、 「AAMTフ ォ ー ラ ム メ ール マ ガ ジ ンバ ック ナ ン バ ー 」 を掲 載 い た しま した。

そ の他 、 「…T会 員 の ひ ろ ば 」 の 企 画 に お き ま して は 、 個 人 会 員 、1件 の 紹 介 文 を 掲 載 しま した 。
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AAMT
Asia・Pac皿c Association for Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

                **AAMT会 員 の 特典**

1.AAMT Journalの 購読が できます 。

会員 には、機関誌で あるAAMT Journal (年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購 読料は年 会費に

含 まれてい ます。

2.機械翻訳 関連 の最新情報 をメールで お届 け

会員専用 メー リング リス トで 、最新の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シ ンポ ジウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機械翻訳や翻訳 に関心 の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広め ることが できます。

機械翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標 準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関連機 関の主催 する国際会議 に参加 できます 。

IAMTの 主催で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :EuropeanAssociation for Machine Translation

年会 費は以下の通 りです。

法人会員;入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心のあ る方は、事務局 まで お問 い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械 翻訳協会(AAMT)

ホームペ ー ジ:http:〃www.aamt.info

電子 メール:aamt・infb@aamt.illfo



            AAMT
    Asia・Pac雌c Association fbr Machine Translation

          入 会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知らせメールの配信

〒

ユ ーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト



アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

       総会の ご案 内

アジア太平洋機械翻訳協会

   会 長 中岩 浩巳

 アジア太平洋機械翻訳協会では、総会および報告会 ・懇親会などの関連行事を下記の通

り開催いた します。

会員の皆様 には、以下の 日時を予定 してぜひご参加いただければ幸いです。

 また関連行事は会員 ・非会員の方々のいずれ も参加できます。

ぜひ多数 ご参加 くださいます よう、 ご案内申し上げます。

プ ログラムな ど詳細につきま しては、後 日MLお よび書面にて ご案内いた します。

 索★歯★★歯歯*★ ★★★★★★★★★亀k★★★★★★★★★★★りr★★★★*歯 噛r雲歯*歯 ★★索喪喪密雲噛r★歯歯★★づrづrづr★★歯歯衷

1.日 時 2015年6月16日(火)午 後

2。会 場:ホ テル ア ジ ュール竹 芝

      ア クセ ス:http:〃www.hotel-azur.com

2.1)総会お よび関連行事

      同ホテル 内16階 曙、藤、橘

2.2)懇親会

      同ホテル 内21階 フ レンチ レス トラン 『ベイサイ ド』

      ※懇親会会場は今年 も東京湾の夜景が見 える最上階です。
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